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義勇兵 と NPO 法人 との あ い だ

水俣病運動 の 軌跡 （1）

成 元 哲

　「しは しば私 に は ， 哲学 の す べ て が シ ェ イ ク ス ピア につ い て 考え る こ と

に ほ か な らな い よ うに 思 え る」
t
。

レ ヴ ィ ナ ス 自身 も含め て ， 現 在の 哲学者

た ち の 多 くが
，

い や ， 私 た ち各 々 が ， 「こ の 時代 ど うな っ て い る ん だ 」 と

い うハ ム レ ッ トの 台詞 を呟い て い るの だ か ら 。

　太宰治 の 小 説 「お さん 」 の 主 人 公 は ， 「気の 持 ち方 を， 軽 くくる りと変

え る の が 真の 革命 で ，
そ れ さ え 出来た ら ， 何 の むず か し い 問題 もな い はず

で す 」 と言 っ た 。

1降 くくる りと， とは い か な い だ ろ う し ， 真の 革命 と い う

言葉 も眩 しす ぎ る ， す べ て の 問題が 片付 くはず もな い 。 けれ ど も， 「倫理

とは
一

個の もの の 見方 で あ る」 と い っ た とき ，
レ ヴ ィ ナ ス も1司じこ とを 言

お うと した の で は な い だ ろ うか 。 また レ ヴ ィ ナ ス は， 1本 当の 生 活 が 欠け

て い る 。 しか し ， 私 た ちは世 界 に い る 」 と言 う 。 1ホ ン モ ノ探 し．
に 逃 げ

て は な らな い 。 そ うで は な く， さ ま ざまな 難題 を前 に途 方 に 暮れ る こ と を

　一
片の 「グ ッ ド ・ ヒ ュ

ー モ ア」 た ら しめ る こ とは で きな い だ ろ うか も

1 問題 の 所在

　「義 に よ っ て 助太刀致す 」。 当時、 高校 教師で あ っ た 故本田啓 吉が発 した

こ の 言 葉が ， 多 くの 市民 や 若 者を動 か し， 水俣病 の 患 者 ・ 家族 を 支援す る
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　「水俣病 を告発 す る 会」 誕 生 の 原動力 とな っ た 。 1969年 4 月 ， 水俣病患

者が原 因企 業 （株） チ ッ ソ に 損害賠 償を求 め て 初めて 裁判 を起 こ す こ とを

決め た と きの こ とで あ る。 「告発す る 会」 の 機関紙 「告発』の 第 2 号に
，

本 田 が寄せ た 「義 勇兵 の 決 意 」 と題 す る文章 が 掲 載 さ れ て い る
。
1敵が 目

の 前 に い て も戦 わ な い 者は ， もと もと戦 うつ も りな どなか っ た 者で あ る」。

こ の 文章 は多 くの 人 々 の 共感を 呼 び ， 支援 の 輪 は拡大 。 東京 な ど各地 に

「告 発 す る会」 が 生 ま れ， 全 国 で 17 団体 に も上 っ た
。 そ して ， お よ そ 40

年 の 歳 月 が経 過 した 。 こ の 間，義 勇兵 に よ る助太刀 は ， 取 り組む課 題 も担

い 手も組織 も ， 時代 と と もに 変化 して きた 。 支援 の ll標 は， 当初 か ら 「患

者 ・ そ の 家族が や りた い こ とを実現 す る」 とい うこ と に あ っ た が ， そ う い っ

た 支援運動 は， 長 い 間，未 認定 患 者の 認定 申請業務 に か か わ る もの で あ っ

た
。 1988年 か ら 89年 に か け て チ ッ ソ水俣工 場前 お よ び環 境庁前 の 座 り込

み運 動の 終焉 と甘 夏事件 で ，水俣 病運 動は 大き な転 換 を迎 え る こ とに な る 。

そ の 後 は ， 「福祉 NPO ．1， 「情報発 信 NPO 　I， 「環境 ビ ジ ネス 」， 「ス ピ リチ ュ

ア リテ ィ へ の 志 向組織」 な ど に 転換を は か っ て い るが ， 2004年 10月 の 水

俣病関西訴訟 最 高裁判決以 降 再 び ， 認定閾題が 大 きな争点 とな っ て い る 。

水俣 に お け る 「福祉 NPO 　1は主 に 患 者 ・家族 の 日常生 活 ・ 労働 な ど を 攴

援す る活 動 を担 う。 こ の 場合 ， 小 規模授産施 設 と して NPO 法 人 化 し ， デ

イ ケ ア ， 外出支援 ， 寝 た き りの 介護 支援 な ど を行 う （「ほ っ と は うす 」，

「ほ た る の 家」 な ど）。 歴 史 的 に は水俣 に お け る 「福祉 NPO 」 の 機能 は ，

相思社の 準備段階 か ら構想 され て い た 。 患者 た ちの リハ ビ リ と共 同作業所

と して （コ ロ ニ
ー

な ど）。

　「情報 発信 NPO 」 は ， 水俣病 を国内外 お よ び 次 の 世 代 に 伝え る情報発信

NPO で あ る 。 例え ば， 水俣 フ ォ
ー

ラ ム （「水 俣 フ ォ
ー ラ ム NEWS 』）， 相

思 社の 活動 の
．一
部 ， 地元 学な ど。

　1環境 ビ ジ ネ ス ー は け夏 の 産直 を行 う 「ガ イ ア 水俣」，水俣病患 者 ・チ ッ

ソ の 労 働 者 ・水俣 市民な ど 50 名が 資金 を 出 し合 い ，
“

と り もど そ う　海 と

い の ち
”

を キ
ー

ワ
ー

ドに 設立 し， 活動 を続 け る 「水俣 せ っ け ん 11場ゴ，
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1984年春三 人 の 胎児性 ， 幼 児性 水俣病患者含 む 五人 で 始 め た 紙漉 き と機

織の 「浮浪雲工 房」 な ど で あ る。
ほ か に ，

ス ピ リチ ュ ア リテ ィ へ の 志 向の

「本願の 会」 （「魂 うつ れ』） な ど もあ る。

　か つ て は患者 ・ 支援者に と っ て 「敵」で あ っ た は ず の 環境省 と熊本県は ，

2006年度か ら胎 児性 や小 児性水俣病患 者 らの 日常生 活 を支援す る 「地 域

生活支援事業」 と水俣病関連 情報 を発信す る 「情報発信事業」 の 実施 主 体

とな る社会福祉法人や NPO 法 人 な ど を公募 し，
そ れ ぞ れ の 団体の 活動費

を補 助す る事業を 開始 した 。 上 記 の 「福祉 NPO 」，「情報発信 NPO 」 は 国 ・

県 の 助成 団体 とな っ て い る 。

　1960年代後半か ら現在 ま で お よ そ 40 年 の 間 に 水俣病運 動を め ぐっ て

ど の よ うな変化 が起 きて い る の か ， ま た ， 水俣病運動 の 変化 か らそ れ ぞれ

の 時代 は ど の よ うに移 り変 わ っ て い る の か を探 っ て みた い
。

2　水俣病の 戦後史

　まず ， 『戦後 55年朝 日新 聞見 出 しデ ー タ ベ ー ス CD −ASAX 　55yrs．1945−

1999』 に ， キ
ー

ワ
ー ドと して 「水俣病 1を入力 して 得 られ た 2150件か ら，

水俣病 の 戦後史を 5期 に 分 けて 概観す る。

　第 1期 （1945年 一一1959年 ） （記事イ牛数 8 件）：「水 俣 病で 漁 民騒 ぐ」

（1959年 11月 3 日） と い う， ⊥ 場排水 に よ っ て 海が 汚染さ れ ， 漁が で き

な くな っ た 水俣 漁民 が チ ッ ソ水俣工 場 に 抗議す る記 事 ，
い わ ゆ る 「漁民暴

動」が ， 水 俣 病 の 企国紙 に 初登場す る記 事で あ る 。
こ の 記事で は ， 水俣病

は まだ 水俣市 とい う
一 地 方の 問題 で あ り， しか も市 の は ず れ の 漁村 で お き

た不 可解 な 事件 と して 扱わ れて い る。 株 式会社チ ッ ソ が 君 臨 す る地 域 社会

に お い て ， 底辺 層で あ る漁民の 生 業の 問題 と して 扱 われ て い る 。 海 の 異 変

は か な り前 か ら起 き て い た が， 水 俣 病 が 1950年代 後半 に な っ て
「 よ うや

く」 全国的な イ ベ ン トに な っ た こ とが わ か る 。

　第 2期 （1960年一 1969年）（記事件数 125件）：水俣病は まだ ロ
ー カ ル ・
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イ ッ シ ュ
ーの 扱 い で あ るが ， 新潟 で 第二 水 俣病が 発生す るな ど ， 社会的な

注 日を集 め つ つ あ る段 階で あ る。

　第 3期 （1970年　］979年）（記事件数 1257件）：訴訟 や 判 決 な ど に よ る

キ ャ ン ペ ー
ン記 事で ， 件数 が爆発 的な増え て い る の が ， こ の 時期 の 特徴 で

あ る 。 また ， 戦 後 史の 中で ， 被 害地 域以外 の
一

般 人の 間に も 「公害一
1

と い

う言葉が 流行 語 の よ うに な っ た 時代で もあ っ て ， 水俣病 に 関 して 社会的注

目の 絶頂期で あ る 。

　第 4 期 （／980年
一 1989年） （記 事件数 164件）：政府 や原 因企業に よ る

患者救 済 へ の 具体的な 解決 策 を欠 い た まま ， 裁判記事が 多い 。 水俣病運動

もや や沈滞 して い る時期で イ ベ ン ト数 の 減 り方 が 著 しい 。

　第 5期 （1990年一 1999年） （記 事麿1・数 492件）：全国 の 各裁判所 に よ る

和解勧告 が相次 ぎ ， 患 者の 補償救済が人 き くク ロ
ー ズア ッ プ され る c， な に

よ り ， 村 山 内閣が 1995−96年， 政治解決策 に よ り， 水俣病 補 償 救済問題が

再び政 治問題 化す る 。
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3　機関誌か らみ る水俣 病

　次 に， 機関誌か ら水俣病 問題 と そ れ を取 り巻 く運動 や峙代状況 を概観す

る。

　第 1期 は 『告 発』 の 時代 （1969年一 1973年）で ，
こ の 時 期 に 中心 的な

運動 組織 は i水俣 病を告発す る会」， 水俣地元 で の 「水俣病市民会議」 で

あ り， 公害 に 対す る企業の 責任 と，既 に認 定 され た 患者の 損害賠償 が争点

と な っ て い る 。

　第 2 期 は 『水俣 』 前期 （1973年
一 1989 年） で 中心 的な運 動 組織 は ［

．
財

団法人水俣病 セ ン タ
ー相思社」， 未認定 患 者 の 認定申請 をす す め る こ とが ，

最 大 の 懸 案事項 で あ っ た
。

そ の 後 ，
1988 年 か ら 1989年初 め に か け て 7

「最後 の 座 り込 み」 と い わ れ る 直接行動 が あ る が 、
こ れ が 不発 に終 わ る 。

また ， そ の 最 中 に ， 「口
畠
夏事件 1が勃 発 し， そ れ まで の 水俣病運動の 傑 出

した リ
ー ダーで あ っ た 川 本輝夫 が相思社を去 る 。

　第 3 期 は 「水俣』 後期 （89年
一 96年） と 『み な ま た 』 が 刊行 され， 日

本共産党 系 の 「水俣病被 害者 の 会」 ・ 「全 国連 」 が 中心 とな っ て ， 1995

年一 96年 の 水俣病 の 政治解決 を 主導す る 時期 で あ る 。 甘 夏事件 以 降 の 新

生 相思社 が 「こ ん ず い 」 と い う ミニ コ ミを刊行 す る 。

　第 4 期 は 政治解決以降 の 1990年代後半か ら 2004年 10月 15日の 水俣病

関西訴訟最 高裁 判決ま で で あ り，
「本願 の 会」 に よ る 「魂 うつ れ 』， 認 定

NPO 法人 「水俣 フ ォ
ー ラ ム 」 に よ る 『水俣 フ ォ

ー ラ ム NEWS 』 が刊行 さ

れ る 。 「ほ っ とは うす 」 が 胎児性 ・小 児性 患者 の 作業場 づ くりに 取 り組む 。

な お ， こ の 時期 に な る と ， 従来 の 「左翼 」， 「右翼」 に よ る社 会の トー タル

ビ ジ ョ ン が完全 に 失効 し ， 水俣病が 「地域性」， 「伝 え る」， ス ピ リチ ュ ア

リテ ィ へ の 志 向 を強 め る 時期 で あ る。

　 第 5 期 は 2004年 10月 15 口 の 水俣病関 西訴 訟最 高裁 判決以降 ， 被 害者

の 補償救済問題が再燃 し， 水俣病運 動は い わ ば 「終息」 か ら 「現 在進行 形 」
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とな っ て い る
。 第 1次訴訟 判決 に よ る補償 協定 （／973年 7 月 9 日） 以 降 ，

こ れ ま で も水俣病運 動 は被害者 の 補償救済問題 が 最大 の 争点で あ っ た が ，

2004年 10月 か ら 2007年 9 月末 まで お よ そ 2 万 人以上 の 人 々 が 補償 を求

め て い る
。 そ こ で ， 1995年一 96年 の 政治 解 決 に次 ぐ第二 の 政 治解決策が

出 され ， 被害者 団体 は こ う した政治解決策を受 け 入 れ る か ど うか 対応が分

れ て い る。

（1）第 1期 ：『告発 』 の 時代 （69年一73年）， 「水俣 病 を告発す る会」

記事番号 号数 刊行 年月 囗 見出 し 小 項 目 書 き手

No ．1 　 ユ
1

19690625
チ ッ ソ に 宣戦 を布告　熊 本地裁

に訴状を提出

NQ ．1513 終刊号 ］9730825

一
つ の 局 面 の 終 りに 　水俣病闘

争総括 　私達 の 力及ば な か っ た

余 りに 多くの こ とを愧 じる

松 浦豊敏

No．i528 終刊 号
　　　　 「告発」終刊，「水俣病患者 と と19730825
　　　　 もに ほ 仮称）発刊 に つ い て

水俣病を 告発

す る 会

　 こ の 時期 は ， 社会運動 と して水俣病運動 の 全 史を画す る 出来事で もあ っ

た 1969年 6 月 に 訴訟 派 の 民 事訴 訟 提訴か ら 1973年 7月 9 日の 補 償 協定 書

の 調印 まで に 該 当す る 。 「東京交渉団 「を構成 して い た 被害者 団体 は ， 「第

1 次訴訟派 」 と 「自主 交渉派 」で あ り ，
こ の 補償協定調印 ま で を ， こ こ で

は水俣病運動の 初期 と捉え る 。 本稿 で は ，
こ れ ら二 つ の 被害者 団体 と

， そ

れ を支 え る 目的 で 結 成 され た 「熊本 ・水 俣病 を告発す る会 （以 下，
「熊本

告発」）」 と い う支援組 織の
， 三 つ の 組織が ， 水俣病運動の 中心 的な 存在 で

あ っ た
。

こ こ で い う 「第 1次訴訟 派」 とは， 既 に 水俣病 に 認 定 されて い た

渡辺 栄蔵 ら 29世帯 の 患者 で ， 第三 者 機関 へ の 斡旋調 停案を拒 否 し， 1969

年 6 月 に 提訴 に 踏み 切 っ た民 事 訴訟 グル ー プ で あ る 。 提訴 まで 唯
一・

の 患 者

組織 で あ っ た 「水俣病患者家庭 互 助会 （以
一
ド， 「互 助会一

1
）

1

は ， 1959年 チ ッ

ソ との 見舞金契約以 降 ， 長 い 間 ， 沈 黙を 強い られ て い た が ， 1968年 の 政

府 に よ る公 式 の 公 害病認 定を契 機 に ， チ ッ ソ に 対 して 補償要求 を求め て 交
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渉をす る
。

こ の 過程で ， 直接 交渉を回避 し第三 者の 斡旋 に委 ね るよ う とす

るチ ッ ソの 強硬 な姿勢 に 直面 し， 厚生省 がつ くる第三 者機 関に 一一
任す るた

め ， 「確約書」 を提 出す る か 否か を め ぐ っ て 対立 が深 ま り ，
つ い に 「一 任

派」 と 「訴訟派」 に 分裂 した 。

　 また ， 「自主 交渉派． は 水俣 病運動の 突 出 した リー ダー と して 知 られ て

い る川 本輝夫 ら に よ る 新認定患者 グル ー プで あ る 。 川本輝夫 ら は チ ッ ソ と

の 直接交渉 を求 め て ， 1971年 11月 か らチ ッ ソ 水俣工 場前 ，
そ して

， 同年 12

月か らチ ッ ソ東京本社前 に座 り込み を 開始す る 。 自主交渉 と は ， 被害者 と
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 あ L・i： い

加 害者 チ ッ ソ との 悶 に 第三 者 を入 れ な い ，相 対の 直接交 渉を意味す る 。 被

害者が 第三 者 の 調 停 に よ らず ， じか に 加害 企業 チ ッ ソ を相手 ど りた い とい

う 自主 交渉 は ， 水俣 病運動の 根源的 な思想 を表現 す る もの で あ り， 裁判闘

争 で は 表す こ との で きな い 患者 の 欲求を よ り透 徹 した 形 で 開示 す る もの で

あ る 。 「自主 交渉派」 は ， 1973年 3 月に 水俣病第 1 次訴訟 の 判決 を受 けて

合流 した 「第 1次訴訟 派 」 と
一

緒に ，

「東京交渉団」 を結成 し ， 73年 7月

の チ ッ ソ との 補償 協 定書 の 調 印 に至 っ た 。

　 さ らに ， 「熊 本告発」 は ，
1969年 4 月 ， 「水俣 病患 者家 Pt　ig1助会」 が

一一
任 派 」 と 「訴訟 派 1に 分 裂す る こ とに 伴 い ， 「訴訟 派」 の i裁判攴援 を 目

的 と して 結 成 され た
。 地 元 水俣 市 に お け る 初 の 支援組織で あ る 「水俣病市

民会議」　（以 下 ，
「市民会議 1）　 の 石牟 礼道 子の 要請 に 応 じ る形 で の 発足

で あ っ た
。

「

熊本告発」 は ， 佃人 の 自立 に 立 脚 した個別水俣病 との パ ー
ソ

ナ ル な 関わ り合 い を重視 し ， 患者の 思 い を実現 す る ため の 行動 に 徹す る と

い う透 徹 した 支援 の 論理 を構築 した 。 また， 「
一

株運 動 」 な どを通 じて ，

患者 とチ ッ ソ の 直接 対決の 場を設定す る と と もに ， 水俣病 問題 を全国に 知

らせ る ため に 機 関紙 ， 水俣病 裁判支援 ＝
ユ

ー
ス 「告発 」 をつ くる。 「告発」

の 創刊号で ， 石牟礼道 子 は 患者 の 心 を 「復 讐法 の 倫理 」 に よ っ て 捉 え ，
二

号 で は ， 「熊本 告発」 の 代表 ， 本 田啓 吉が 「義勇兵の 決 意」 を書い て 支援

の 原 点 を明 らか に した 。
こ れ が 告発 す る 会 の 行動 指針 とな り， 「告 発 」 の

内容 を も貫い て い た
。

こ うい っ た 意 味 で 「熊 本 告発 」 は ， 水 俣病 攴援運動
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の 思想 や 行動原理 とい う点 で 原点的な 存在で あ る，

　 こ うい っ た 直接性 は ， 感情的な 表出だ けで な く， 自主交渉や 直接対決 とい っ

た ラ デ ィ カ ル な 行動 と して も表 れ た 。 そ の 代 表的 な 例 が ， 70年 5 月 の 補

償処理阻止行動で あ る 。 「訴訟派 」患者家族 ， 「市民会議」， 「熊本告発」 や

東京 の 支援者 らが ，
．一 任 派 」 の 補 償 処 理 に 抗議 して 「水俣病補償処理 委

員会」 が 開か れ る厚生 省の
一

室 に 座 り込 ん だ行動で あ る ，，

　
　
水 俣病補 償処 理 委 員 会」 は ， 公 害病 認 定 の 以 降 ， 水俣病患 者 の 補償 問

題 を解決す る た め に ， 69年 に 厚生 大 臣の 委嘱 に よ り発 足 した 紛争 処 理 機

関 で あ る 。 公 害病認 定 後 ，
チ ッ ソ 社長は ， 患者 家庭 を 詫び て 回 っ た が ， 患

者の 補償要求 に 対 して は具体案を 示 さず ， 第 呪者機関 に よ る補償基準設定

を提案 した 。 熊本県知事が斡旋を 断 っ た後 ， 厚生 省が 補償基準提示の 代 わ

りに ， 「委員 の 人選 は 一
任 ， 結論 に は異 議 な く従 う」 とい う文 言 が入 っ た

確約書 の 提出を求 め た
。 確約書の 提 出をめ ぐっ て 「互 助会」 は ，

い わ ゆ る

「訴訟派」 と 「一 任派」 に 分裂 した
。 自主交渉 を主 張 した患 者家族 は訴訟

を提起 す る　
・
方，残 っ た約 7割 の 患 者家 族 が 「

一
任 派 」 とな り， 厚生 省 に

確約書 を提 出 し斡旋 に 応 じた ，，
こ れ に 対 して

， 59年の 見舞 金契約 の 二 の

舞 を踏 むま い とす る
一
訴訟 派一 患者 及び支援 者 らが ， 厚生省の 鉄柵 を乗 り

越 え 委員会 の 会場 を 占拠 した ，， 約 1 時間後， 出動 した 警官隊や 厚生省職 員

に よ っ て 強 制排除 され ， 宇井純 ら 13人 が逮 捕 され る事態 に ま で 至 っ た 、，

自らの 身体を 直接 的に 行使 した ラ デ ィ カル な行動 は ， 予想以 Lの 反響を呼

び
， 砂 田明 らに よ る水俣巡 礼 団 や 各地 で 告発 す る 会が 相次い で 結成 され る

き っ か け と もな っ た  

　水俣病運動の 全史を通 じて
， どの 患者グル ー プ も達す る こ とが で きなか っ

た ， 新 しい 質 の 直接 性 を そ の 高 み に おい て 実 現 したの が ， お そ ら く自主 交

渉闘争 と い わ れ る もの で あ ろ う。 IFI主 交 渉闘争 とは ， 71年 8 月の 環境 庁

長官 の 裁決に よ っ て ，新 し く認定 さ れ た 川本輝夫 ら新認 定患者が
， 第二 者

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 あ い 1； 4・

の 調 停 に よ ら な い ， チ ッ ソ と の 相対 の 直接補 償交渉 の こ とで あ る 。 要す る

に ， 被害者 と 加害者 と い う当事者 双 方 に よ る 直談 判の こ と で あ る 。 渡 辺 京
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二 に よ る と
， 自主 交渉 とい う β葉 は ， 68年 の 政府 に よ る公 害病認定 の 後 の

患者総会で 初 めて 使わ れ たが，こ の 言葉が 定着 した こ と 自体 ，
チ ッ ソ が い か

に 患者 と直接話 し合 うこ とを回避 し， 解決 を第 三者 に 依頼 して き た か を物

語 っ て い る
4
。 長年 ， 被害者が 自らの 受苫を訴え る こ とす らで き な い 結 果

を招 来 した 1959年の 見舞 金契約 や ， そ れ まで 唯
一一患者 組織 と して 最 も苦

しか っ た 11寺期 に 患者活動 の 拠 り所 とな っ て い た 「互助会」 の 分裂 な ど ， チ ッ

ソ が直接交渉を拒否 し，第三 者 の 仲介 に よ る調停を強 く主張 した結果で あ っ

た 。

　 こ う した過 去 を 見て き た 川本輝夫 ら新認 定 患 者グル ー プが ，調停 を拒否
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ，t）itへた い

して 直接交渉 を求 め る の は 自然な 成 り行 きで あ っ た
。 同 じ人間 と して相 対

で 話 し合 うこ と が 出発点で あ り， したが っ て ， 直接交渉の 道 が唯
一

の 自己

表現 の 場で あ る こ と を確 信 した の で あ る 、， か くし て ， 自主 交 渉 闘争 は 71

年 11 月 1 日 ，
チ ッ ソ 水俣工 場前 の 座 り込 み か ら 始ま っ た 。 しか レ チ ッ

ソ と の 交渉 に 進展 が な い こ とか ら ， 1司年 12月か らチ ッ ソ 束 京本社 に 場所

を移 し， 座 り込 みや ろ う城 な どの 直接行動 に よ る 自主 交渉 を続 けた 。 そ の

東京本社 で の 交渉 の 初 日 ，
チ ッ ソ の 嶋田 賢

．一
社長 ら は従 来通 り， 第三 者機

関 に よ る解決 を 固執 し， 直接交渉 を拒否す る 。
そ れ に し びれ を切 ら した川

本 は ， 「同 じ苦 しみ を 味わ お うで は な い か」 とカ ミソ リを 手 に して 1嗚田社

長に血書を迫 っ た
。

　直接的に 身体を張 っ た 自主交渉 闘争 は ， 73年 7 月 ま で 1 年 7 ヶ 月 に 及

ん だ
。

そ の 間， チ ッ ソ 五 井工 場 で ア メ リカ の カ メ ラ マ ン の ユ
ー ジ ン ・ ス ミ

ス と と もに 従業員か ら暴行 を受 け るな ど トラ ブ ル の 続 くな か で ， チ ッ ソ本

社入 り口 に 作 られ た鉄格子前 に 毎 日出向 い て 交渉再開要求 を繰 り返 した
。

また ， 支援者 も都 内各所 で 1 日 も欠か さず 資金 カ ン パ を訴 え る な ど ， 座 り

込 み の 継続 を 保証 した
。 石 牟礼道 子に よ る と ， 水俣病 事件発 生 以 来 最初 に

して お そ ら く最後 に な る で あ ろ う ， 患 者 自身 の
， 自力の 闘 い の 場 を確保す る

た め に ， 「熊 本 告 発」 を は じめ ， 全国か ら集 ま っ た支援者が 支え続 け た の

で あ る 
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　 こ の よ うに 自主 交渉 派 は ， チ ッ ソ に 直接交渉を拒 否 され訴訟 に 踏 み 切 っ

た ．訴訟派」 に は 考え られ な い ほ ど ， ラ デ ィ カ ル な直接行動を 貫い た 。 渡

辺京二 は こ う した 自主 交渉闘争 に お け る不退 転 の 戦闘性の 根拠 を ， 川本 ら

担 い 手の 階層 的工 一 トス に 求 め ， そ れ を 「流民型 労働者」 と して 規 定 して

い る
6
。

い ず れ に せ よ ， 被 害者が ， じか に 加 害企 業 チ ッ ソ を 相手 ど りた い と

い う 自主交渉 闘争 は ， 水俣病運 動 の 根源 的 な思 想 を 表現 した もの で あ り，

裁 判 闘争 で は 表 す こ と の で き な い 患者の 欲 求 を よ り透 徹 した 形 で 開示 す る

もの で あ っ た
。

　
一 方，初期 の 攴援者 は 水俣病運動 を、 反公 害運 動 の

一
環 ， また は， 市民

運動 と して 捉 え て い な い
。 そ れは ， 患 者の 病 気の あ り様だ け で な く， 患者

の 生 活 や 貧困，チ ッ ソ や地域 社会 との 関係 な ど の 歴 史を含 めて ， 水俣病 の 個

別 性 に 根 ざ した も の と して の 捉 え 方 で あ り ， 関 わ り方で あ る 。 か つ て 「熊

本 告発」の メ ン バ ー と して 関わ っ て い た松 岡洋之助は ， 次 の よ うな エ ピ ソ
ー

ドを紹介 して い る 。
チ ッ ソ 東京本社 を 占拠 し， 白− 交渉 闘争 を展 開 して い

た と きの 出来事 で あ る 。 占拠 して い た ビル に 閉 じ込 め られ て い た チ ッ ソ の

女性 社員が夜 に な っ て 「デ ー トが あ るか ら帰 りた い 」 と言 っ て きた
。

そ こ

で
， 東京の あ る女性 支援者が ， 女性社員 だ け帰す の は 1女性差別 だ」 と 言

い 出 した
。 そ れ で ， 松 岡は 「こ れ は 水俣病 患 者 さん の た め に 会社 を 占拠 し

て 社長 の 嶋口］さん を取 り囲ん で 闘 っ て る ん で ， 女性差 別の 解 消運動をや っ

て い る わ け じ ゃ な い
。 女子社員を帰す よ うな闘 い が い や だ っ た らや め て 下

さ っ て 結構 で す」 と い う。 結 鳳 そ の と き は 誰 も帰 ら な か っ た と， 述 懐 し

て い る
7
。

　 こ の よ うに ， 水俣病 問題 に 関 わ っ て い るか ら ， 他 の 反 公害運動 や環境権

問題 な ど に も関 わ るの で な く， 個 別水 俣 病 に 支援者個 人の パ ー
ソ ナ ル な 関

わ りに基 づ く支援の あ り方 で あ る
’S
。

つ ま り ， 存在論的 に 支援者が 水俣病患

者 そ の もの に は な りえ な い
。 また

， 支援者が患 者を表象
一
代理 表出す る存

在 で もな い 。 究極的 に ， 支援者 は被 害 者 の 欲 求や 行動 を実現 させ ， 被 害 者

の 直接 的な 自己表出や 自   を 支え る 存在 で あ る とい う こ とに な 6
，

。
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　石牟礼道子は こ うした直接性 ＝ 個別性 と して の 水俣病運動 の 位 相 を， 次

の よ うな 痛烈な 言葉 で 表現 して い る。

　「ひ とつ の 理 念 な り， 思想 的営為 な りが ， 公共 性を， 市民権 を ， 持 つ よ

うに な っ て くる ， とい うこ と は， たぶん
， よ くな い こ と に ち がい な い

。 思

想 と は 孤立 性 をそ の バ ネ に す る と き の み 自立 し うる 。
い っ さい の 表現行為

は ， 存在そ の もの を ひ きず っ て い る感性 の 抽象作業 で あ ろ う けれ ど ，
こ の

よ う に 個 々 人の 総体 自体 が ， 分裂させ られ ， 剥離 して や まな い 時代に 入 っ

て は，集 団を あ らわ す もの と して の 公共性 だ の ， 市民権 だ の
， 市民運動だ

の は ， 幻想 の 水ぶ くれ に ちが い な い 。 （中略）公害 を 告発 す る市民運動 ，

な ど と い うい い 方の 中に ， た とえ ば水俣病事件 を人れ て み る と そ の 質感 が

ま こ とに うす くて ， 名づ け よ う もな い
一

箇の 存在者 と して の 感性 か らは ，

非常 に遠 い
。

そ れ は表層 の 現象や ， 状況 さ え あ ら わ しえ ず ， 分類用語 の ひ

とつ と して い た しか た な い こ とで は あ っ て も， 衝迫力を持 ちえ まい
。 ま し

て ， 存在の 河 床に 沈む魂た ち に は とどか な い
t°
」。

　 こ う して 初期水俣病運動 に おい て は直 接 性 ＝個 別性 を徹底 して 追求 した

が ゆ え に ， か え っ て 普遍件 を もち ， 社会制度 の 壁 を も越 え る潜勢力 を持 ち

え た の で あ る 。 裁判や 株主 総会や 自主交渉な どで は ， 水俣病の 被害者が加

害者 と の 直接的対決 の 場 ， 「水銀 を の め 」 とい う被害者 の 思 い に 直接 的な

表現の 場 を保証 す る ，
そ の

一 言 に つ き る。 だか ら， 裁判や株主総会 とい う

社会制度や 仕組み の 「外側」 に む しろ ， 力点が お か れ る こ と に な っ た の で

あ る 。

　 こ うした初期水俣病運動の 盛 り上 が りは次 の 意味 を持 っ た の で は な い だ

ろ うか 。 第 1 に ，

「水俣病運動 69−73」 で
， 口本は 明治以 来の 「近 代化 の

完 成 」 をみ た 。 こ の 運動 の
一
方の 当事者 で あ る水 俣 病 患者 は ， 「近 代化 に

置 い て けぼ りを 食 ら っ た 民衆
11
」 で あ っ た はず だ が ， 「水俣病運動 69−73．

を通 じて 近代化 の 洗礼 を うけ ， は れて 近代 の 人 とな っ たの で あ る。 他 方，

患者 を 支え ， 根源 的 な意 味 に お い て 近代批判 を指向 し ， 可能な か ぎ り最 も

近代 的な ら ざ る
一

つ の 反 対 典 型 を 指 し示そ う と した 「近 代 的」 な 運 動
IL
’
は ，
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こ の 運動の ク ラ イ マ ッ クス で あ っ た 自主交渉闘争 に お い て 輝 きを放 っ た
。

第 2 に
， 水俣病被害者は ， 戦後社会の 規範秩序が

一
元化 ・ 平準化す る中で ，

そ こ か ら取 り残 され た ， い わ ば マ イ ノ リテ ィ 的な存在で あ る 。 水俣病 被 害

者 は し ば しば ， 「棄民」，

「

死 民」 と い う語 で 表現 され る 。 第 3 に ， 社会 の

マ ジ ョ リテ ィ が否応 な く社会秩序の 大勢に従 う中で ， そ の
一

元化 。平準化

す る規 範秩序 に 対す る異 議 申 し立 て が ， 患者 ・支援者 ら に よ る
「
水俣病運

動 69−73」 （モ ラ ル ・プ ロ テ ス ト
』

道 徳 に お け る 奴隷
一eelli） で あ る 。 1969

年 6月 14H 裁判 に 踏み き っ た 水俣病患者互助会の 訴訟 派 28世帯 を代表 し

て ， 渡辺 栄蔵 は ， 「今 日た だ い ま か ら ， 私 た ち は 国家権力 に 対 して ，
、ヒち

む か うこ と に な っ た の で ご ざい ます ． 。 従 っ て ，

「

水俣
一

揆」 と も言われた 。

また ， 水俣病患者で あ りな が ら， 患 者と して 認定 さ れ な か っ た人 々 が ， 行

政不服審査 な ど困難 な 道 程 を経 て 自主交 渉闘争 と して 登 場 した
。

こ れ は裁

判 を権力 の 調停機 関 と して 見 な した 直接法的闘い で あ っ た
。　 律 三 T一万 円

と い う要求 は世 問 を瞠 冂させ る もの で もあ っ た
。 客観的 に は 戦車 に 立 ちむ

か うカ マ キ リ と映 っ た の か も しれ な い 。 しか し自宅交渉 闘争が ， 世 論 の あ

れ ほ ど の 関心 と多 くの 支援者 を糾合 し得 た の は ， そ の 直接法的闘い 方 と
，

一
律 二 千万 円 と い う補 償 要求額 に ， 自主 交渉派 の 人達の 恨み の 深 さ と闘い

の 決意 が 読 み 取れ た か らに 他 な ら な い
目

。 松浦豊敏 に と っ て ， そ の 後 の 東

京交渉 は ， 水俣 病 連 動 に つ い て の さ ま ざ まな 幻想 が 打 ち砕 か れ て い く過 程

で あ っ た 。 な ぜ な ら， こ の 東京交 渉 の 結果 で あ る 1973年 7月 の 補償 協定

は ， 結果 的に ， 第一 次訴訟 の 判決 額 （ホ フ マ ン方式 の 算 定 ） とい う，

一
元

化 ・ 平準化 しつ つ あ っ た 戦 後 社会の 規範秩序 に準ず る もの と な っ た か らで

あ ろ う 。

　 そ うい っ て 反時代的な闘争 で あ っ た 水俣病の 輝き も， や が て 第 一
次訴 訟

判決後の チ ッ ソ 本社 で の 「東京交渉」 （1973年 3月 22 日 〜7月 9H ） に お

い て ， 以 下 の よ うな状況を迎 え た の で は な い だ ろ うか
。

　「天空か ら降る星 の よ うに ， 希望 が 彼 らの 頭 一ヒを流れ過 ぎて い っ た （詩

人 ・ ヘ ル ダー
リ ン の 言葉）。 ま た ， 最後の 希望 と い う もの は ， そ れ を 心 に
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抱 く者に と っ て の 希望で は 決 して な く， ひ とえ に そ れ が 向 け られて い る者

た ち に と っ て の 希望で あ る こ とを ，
こ れ以上 は っ き り言 い 表わ す こ とは で

き な か っ た の だ列 。

（2） 「財団 法人水俣病セ ン ター 相思 社」の 胎動

第 1次訴 訟の 最 中 ， 相思 社設立 に 向け， 始動 が は じ ま っ た 。

No ．7382319710415 労働 コ ロ ニ ーの 建設を　 水俣病 本田啓 吉

闘争 の 課題

No ．ll523719720625 終 りな き闘 い の 基軸 を　 1億円

の 拠金 め ざ す　水俣病 セ ン ター

設 疏 ア ピール 　患者 の 生 活 。医

療 ・ 殖産機 関

No ．1157371972 〔〕625 水俣病 セ ン タ ーの 任務　闘 い の 谷 川健
一

目常的根拠地 に 　新旧患者 の 連

帯 の 場 と して も
．−
N ⊂）．1／633719720625 一

度 「太陽 の 家 1を見 て ほ しい 水俣セ ン タ
ー

設 水上 勉

立 に 賛同 す る ！

No ．11643719720625 患者 さん が喜 ん で 住 め る と こ ろ 水俣セ ン タ
ー

設
2
渡辺栄蔵

1

を 立 に 賛 同す る ！

No ．12033819720725 容態 に 合 っ た 仕事を セ ン タ ー，患者 杉本雄 （た け

さんは こ う望む し）

No ．12043819720725 一蓮托生生 き る 場所 セ ン ター，患者 1⊥11義 春

さん は こ う望む

No ．ユ2373919720825 熊本 か ら　具 体化 へ 頭 脳 を結集 動 き 出 し た セ ン H
‘‘
患者収容施設

”
で は ダ メ タ ー

構 想　各地

の 意見を聞 く

No．1238．　 3919720825 東京か ら　 自 L交 渉 の 拠点 に 動 き 出 し た セ ン 久保 田好生

患者 さ ん の 生活 に 即 しっ っ タ ー構想　 各地

の 意見を聞 く
i

No ．1280 号外 19721015 水 俣病 セ ン タ
ー

（仮称） を つ く 水俣病セ ン ター

るた め に 設 、z委員会

No ．1284 号外 19721015 水俣病 セ ン タ
ー

は，当面ど ん な

i活動をす る か ，そ の た め 何が必

要か

No ．1286 号外 19721015 設 立 委貝な ら びに 賛同者

No 」287 号外 19721015 水俣病 セ ン タ ーの 運営 方法 に つ

い て

No，13104119721025 水俣病セ ン タ ー （仮称） 私感 11高六 郎

No ，13234219721125 相次 ぐカ ン パ 送金　広が る　
L‘
セ

ン タ ー運動
”

No ．王3244219721125 公 害闘争 の 新 しい 方向 を 啓示 広が る
“
セ ン ター な だ い な だ

運動
”

（医 師 ・評論

家）
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No ．1325

−
No ，1338

4219721125 一
日 も 早 く セ ン ターを 作 る べ き

だ

広が る
“
セ ンター

運動
”

望月優 f （参

議院議 員）

4219721125 セ ン ター
建設 基金 の 　

』
部 に 通信 日高八 重 f

（福岡甫在住 ）

No ．137243 ］9721225 主婦　学生　労働者　全国か り

心 暖ま る寄付

No ，1373

No ．1374

4319721225
　一一一
占本 市 は 大盛況　北九州 と熊大

で

4319721225 ミ カ ン 販 売 に 精 出す　侍　各地

生 協 も 全 向 協力

No 、1432

NQ ，1433

4519730225 セ ン タ
ー

建 設　 い よ い よ 実働

4 月 に 本館着 工 　陣原 団地南 と

湯堂　14α）坪 の 土地購 入

　　　 一
才 田 達雄

4519730225 セ ン タ
ー・ニ

ュ

ー
ス 　募金 1500

万円 に

No ．14374519730225 写真展 を開い て セ ン タ
ー

建 設 へ

各地 の 反響

旭 川 ・水俣病

を告発 す る 会

No ．1515 終「Ulナ 19730825 セ ン タ
ー

建 設始 ま る　 年内冗 」二

め ざす
“
人 手求 む

”
仕事は 山積

No ．1516 終刊号 19730825 東京か ら
“
健 康相談車

”
水俣 に

着 く

No ，1517 終刊 号 19730825 侍 か ら　　
・
年後 に

’
千羽養鶏

　水 俣病民事裁判 が進行す る につ れ ， チ ッ ソ株式会社の 加害責任 は1欠第 に

明 らか に な っ て い っ た 。 被 害 者 側 は挙証 責任 の あ り方を加害側 に 求 め る新

しい 法理 論の 展 開で 公 害 と い う新 しい 事 態 に 対 応 して い っ た
。 全 国各地 に

水俣病患 者を支援す る人 や そ の グ ル ープ が次 々 と あ らわ れ ， 患者運動 に
一

層の 弾み を つ け た 。
マ ス コ ミや 外 国 の ジ ャ

ー
ナ リズム も度 々 水俣 を訪 れ る

よ うに な っ た
。 熊本県内で も労働運動団体 が 裁 判 闘争支援 を決 め ， 月 に 数

百万 円の 単位で 訴訟団を攴え る よ うに な っ た 。 そ の 動 きは 水俣現地 で 永年

孤立 を強い られ て き た 水俣病患者 と そ の 家族 を激 励す る こ と とな り， チ ッ

ソ 城 下 町 で 闘 い に立 ち上 が っ た 訴訟 中の 人 々 に 勇気 を与 え た
。 裁判闘争 は

チ ッ ソ の 元工 場長 の 証 言を ピー
クと し， 次第 に 勝利の 色 を濃 くして い っ た

が そ の 頃か ら一 方で 患者 リー ダー の 中に は新 しい 心配 が 芽生 え て い た
。 新

しい 心 配 と は裁 判 判 決 後 の 展 開 に つ い て で あ っ た 。 臼分達 は こ の 裁判 に や

が て 勝 つ だ ろ う。 チ ッ ソ か らお 金 も とる だ ろ う、，

一
時 は ， 患 者 もそ の こ と

で 苦 しみ を忘 れ られ る か も知 れ な い
。 しか し， そ れ は ほ ん の 一 時だ

。 や が
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て 支援 の 和 も解 かれ ，
マ ス コ ミの 人達 もよ りつ かな くな り， 残るの は再 び

自分達 だ けに な る。 そ うな る と
， 今度 は チ ッ ソ に 弓引 き ， 金 まで と っ た と

い うこ とで 自分達 は 以前 に もま して つ らい 目に合 うの で はな い だ ろ うか
。

今 の うちは裁 判 と い う心 を
一

つ に す る拠 り所 を持 っ て い る が ， 判決 に よ っ

て
一

人
・
人 が金 を手 に した 後 も今 の よ うに 強い 結び つ き を維持 で き る だ ろ

うか。 水俣 の 地 域社 会 の 実 情 ， 特 に 市民の チ ッ ソ意 識や こ れ まで 自分達 が

自 ら味わ っ て き た 差別 の 辛 さを知 る だ け に ，
そ の 心配 は次第 に 切実 さを増

して い っ た 。 当 時水俣市の 人 口 約四万 人 ， 訴訟 派 の 原告 は他 の 郡 と出水市

を 含め て もわ ず か
一 一一二名 に す ぎ な か っ た 。 心 配は 波紋の よ うに 広が っ て

い き ， や が て 支 援者 を入 れ て の 検 討 が重 ね られ る と こ ろ と な っ た 。

　水俣病を告発す る会代 表 の 本 田啓吉は運動 の 機関紙 『告発 』 1971年 4

月号 の 中で こ の 問題を
一 早 く取 り上 げ ， 患者 と支援者 に 対 し問題 を提起 し

て い る 。
こ の 峙 ， 本 田 は 「労 働 コ ロ ニ

ー
」 とい う言葉を 使 っ て い る 。 そ の

一
部を紹介す る と ， 水俣病 の 闘い で ，民 事訴訟の 勝利 ， チ ッ ソ 株式総会 で

の 責任追及 ， 潜在 患者を発掘 し認定 させ る 。
こ の 三 つ の 目標 と並 ん で ， 患

者家族 の 健康 と生 活 を守 り，将 来 の 生 活を補償 して い く。
こ の こ と は大切

な ，
そ して 最 後 まで 残 る 課 題 で あ る 。 （中略） 胎 児性 患者 の 親た ち は ， 口

を そ ろ えて 「あ とを 誰が世話 して くれるの か と思 うと死 の うに も死ね ない 」

と嘆 く。 そ れ ほ ど重症 で もな い 若 い 患者た ち も， 今や 二 〇 歳か ら三 〇歳 に

な っ て きて い る
。 彼等が う け て い る就職 と結 婚問題 で の 困難 は ， 改め て 加

害者チ ッ ソ の つ くり出 した罪業 の 大 き さ を思 い 知 らせ ず に は お かな い
。

た

とえ 裁判に 勝 ちチ ッ ソ か ら思 い 通 りの 補 償金 を 出さ せ て も， 就職 して 仕事

す る喜 びを味 わ う こ と， 結婚 して 愛の 喜 び を手 に 入 れ る こ との 困難 は 軽 く

は な らな い の だ
。

こ こ ま で 考え た と き ， わ れ われ は ， 水俣病を発 生 せ しめ

た こ とが 何 を意味す る の か ， 水俣病 に され る こ とが どの よ うに 消え る こ と

の な い 差 別 で あ るの か を痛切 に 知 る の で あ る 。
こ れ を ど う した らよ い の か

あ ま りに も難 し く， 我 々 と して ど う取 り組ん だ らよ い か， ［E直な と こ ろ ，

わ か らな い
。 た だ ， 何 も しな けれ ば

一
歩 も解決に 近づ くこ とに な らな い と
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い うこ とだ け は わ か っ て い る 。 全国の 人 々 か ら 「い い 知恵一 を教え て も ら

い た い
。

い ま取 り組 ん で い るの は水俣に 「水俣病患者 をか こ む 作業場」 を

建設す る こ とで あ る 。 （中略）将 来 は 「胎 児性患 者 もふ くむ 患者 を核 と す

る労働 コ ロ ニ ー
」 ま で した い 。 私 た ちが 自力 で そ れ を成 し遂げ た と き ， 私

た ち は チ ッ ソ に も行政権 力に も実質的に と ど め をさ した こ と に な るの で は

な い か と思 う。 た だ ， 労働 コ ロ ニ
ー

建設 を宣 言す る本 田の 構想 は思 うよ う

に は進 まなか っ た 。 そ の 理 由 と して は裁 判 の 進 行 ， そ の た め の rll積 み した

直接 ・間接の 実務作業及 び ， 未認定患者運動の 展 開に よ る諸作 業の 発生 が

挙 げ られ る 。 しか し内側 の 問題 も大 きか っ た 。 そ の 当 りの こ とを本 田の 問

題 提起 か ら四 ヶ 月 後 の 1971年 8 月 に水俣病 対策 市民 会議 の 松 本勉 が 同 じ

「告発 』 紙上 に載せ て い る
，、

　松本 の 「労働 コ ロ ニ ー へ の 提言」 で は ， 労働 コ ロ ニ ー
の 問題 が 未認 定 患

者 の 発 掘 問題 と合わ せ て 二 つ の 焦点 に な っ て き つ つ あ りま す 。 こ の 問題 は ，

裁 判が終 っ て か らで は 遅す ぎ る し
， 現 段階で 取 り組み を始め ， 裁判が終る

頃 に は軌道 に 乗せ て い か ね ば な らな い 時期 に きて い る こ と は 明 らか で す 。

患 者家族が生 き甲斐 の あ る仕 事 を通 じて 自 らの 力で 生 き て い く， そ の た め

に は お しみ な く力を貸 して い こ う とい う空 気が漠然 と した形 で 各地で お こ っ

て い る とい うの が現段 階の 状況で あ ります 。 で は貝体 的 に何 をす る か と い

う こ と に な る と ， きわ め て 困難 な 問題 に ぶ つ か ら ざ る を え な い の で す 。

（r国1咯） こ の 問題 に 取 り組 も う とす る 人間は 少な くと も 二 〇 年 か ら 二〇年

と い う単位 を必 要 と します 。 とい う こ とは そ の 人の 障害を こ れ に か け る と

い うこ とで す 。 そ うい う人 が も しい る とす る な ら， そ の 人の 仕事 が 失敗 す

る に し ろ成功 す る に しろ， と もか く患者 と共 に生 涯 を 終え た と き， そ の 人

が は じめ て 患者 と運命を共 に し地 獄 の 底ま で つ きあ っ た と 言え るで しょ う。

で す か ら労働 コ ロ ニ
ー

を背 お っ て 立 と うとす る 者に は 魂 ・力 ・叡知 ・統 率

力 ・体力 ・ 信念， そ う した もろ もろ の 全人 間的な 要素をか ね そ な え た 人 間

が表 わ れ な い 限 り， 金 が い くらあ っ て も コ ミ ュ
ー ン と して の 労働 コ ロ ニ ー

は 絶対 に実現 しな い こ と を付 言 して お き ます 。 中 1略共 同 コ ロ ニ ー と して の
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イ メ ー ジが コ ミ ュ
ー

ン以外 に 考え られ な い とい うの で あれ ば もは や 自分達

の 力 だ けで や らざるを え な い の で す が ， そ うまで こ だ わ る必要 もな い とい

うの で あれ ば ， 資金 の 半分 くらい を 自治体や 国 に 負担 させ る とい う方法 も

考え られ ます
。

い ず れ に しろ 言葉で な く身を も っ て
一
オ レが地 獄 の 底 まで

つ き あ っ て や ろ う 1 とい う人 間が現 われ な い 限 り， 様 々 な イ メ ー ジ はバ ラ

バ ラ の まま
一 歩 も進 まず ， 決 して具体化 す る こ と は な い で し ょ う。

　こ の 頃 ， 労 働 コ ロ ニ
ー に つ い て最 も具体的 な イ メ ー ジ を抱 い て い た の は

悪者の 田上 義春で あ っ た 。 田上 構想 は共同農園構 想 と も言 う もの で ， 養蜂 ・

養鶏 ・養 魚 に は じま っ て 何種類か植 え ， 園 芸樹 の 栽 培 も経営 に組 み 込み ，

地 元 の 産物 に よ る 漬物 や 味噌の 加 工 もや ろ うと い う総 合的な構想 で あ っ た 。

こ の 他働 け な い 患者 も寄 っ て こ られ るよ うに 風 呂や 将棋台 の 用意 も忘れ ず

に 計画 され て い た 。 訴訟派 患者代表 の 渡辺 栄蔵の 案 もほ ぼ 同 じもの で あ っ

た 。 渡辺氏 は 水俣 市内の 茂 道の 国有林を願 い ドげて ブ ル ド
ー ザ ー

を入 れ ，

こ こ を
一
大果樹 園に して 利益を上 げ ， 患者 の 福祉 と厚生 の

一
石二 鳥に し よ

うと い う もの だ っ た 。 本田 ， 松本両氏の 労働 コ ロ ニ ー の 提 起 提 、

’
i
’
に よ っ

て ， 患者 内部で の 検 討や支援者 内部 で の 調 査 ， 試行 に勢 い が つ い た もの の
，

そ れ は 依然 ま だ小 さ な 動 きに と ど ま っ て い た
。

そ の 訳 は 事柄 自体の もつ 困

難 さ （人 ， 金 ， 時間） の 外 に も う
一

つ の 大 きな 問題 が あ っ た
。

1971 年 8

月 7 日 ， 出発 した ばか りの 環境庁 が，二 度 渡 棄却 され て い た患者 か らの

行政不服 中立 て を認め る裁決を F した こ と か ら一 気に 未認定 問題 に 火 がつ

き ， こ の 問題 の 扱 い を め ぐっ て チ ッ ソ ， 行政 ， 審査会 ， 患者 の 相互 間に 新

し くて 大 き な 動 きが 始 ま っ た か らで あ る 。 チ ッ ソ は こ れ らの 患者 を新認 定

患者 と して 差 別 し交渉 に応 じよ うと せ ず 反 発 した 患者 グル ー プ は チ ッ ソ水

俣」二場正 門前 に テ ン トを は っ て 座 り込 み ， そ れ は や が て 東京本社座 り込 み

へ とつ な が り， 支援 の 輪 も
一 気 に 拡が っ て い っ た の だ っ た

。 また ， 支援の

輪が 拡が れ は拡が る だ け チ ッ ソ 及 び水俣市民の 反発 に も勢い が 増 し， 未 曽

有 の 公然 と した 患者運動攻撃 が始 ま っ た
。 現 地の 支援者 もチ ッ ソ 擁護派 市

民 か らの 防戦 にか けず り回る 日々 が は じま っ て い た
。

そ の 騒 ぎに
一段 落ち
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着 くと ， 今度 は チ ッ ソ 東京本社 占拠運動が 準 備 され ， 実行 され て い っ た 。

しか し，
こ の 間 も労働 コ ロ ニ

ー
の 検討は細々 な が ら続 けられ ， 養鶏 コ ロ ニ ー

（ヤ マ ギ シ 会）の 見学 ， 短期 の 泊 り込み 実習な どが 始 ま っ た 。 ま た現 地 水

俣 に お い て も水俣病 を告発す る会 の バ
ッ クア ッ プ を うけた 「侍の 家」 が 労

働 コ ロ ニ
ー

の 建設 に 向けて 調査及 び 農業技術の 習得 に 時間を さい て い た
。

　 や が て 水俣病民事裁判 は大詰 め を迎え ， 結審の 日取 りが 話題 に の ぼ りは

じめ た 頃， 労 働 コ ロ ニ ー構想 は 史 に 検討 が す す み ， 結 審の 前 ま で に は 設 立

ア ピー ル を出す こ とが 決 め られ ， そ の た め の 作業が 急が れ ， 公表の H 取 り

と して 1972年 6 月初旬 に ス ウ ェ
ー デ ン の ス ト ッ ク ホル ム で 第

一
回国連 人

間環境会議が 開 か れ ， そ の 際 ， 水俣か ら も人民集 会 （NGO 集会 ） に 参加

す る こ と に な っ た た め で あ る，、6月 4 日 の ス ト ッ ク ホ ル ム の 集会 に は浜 元

二 徳 ， 坂本 フ ジ エ ・ しの ぶ の 三 氏 が英文 の ア ピ ール を携え て 参加 し， 会場

で 参加者 に 手渡 し した 。 と は い え， ス トッ ク ホ ル ム か らの 集会 の 報告 を読

む 限 り， 水俣病 セ ン タ ー
へ の 反応 は 決 して 大 き くは な か っ た 。 そ れ もそ の

は ず ， ヨ
ー

ロ ッ パ の 人 々 に と っ て は水俣病患者 との 出会い の 衝撃が 大 き く，

特 に胎 児性患 者の 坂本 しの ぶ さ ん の
一

投 手 投足 に 皆の 関心 が 集 中 し， 何 よ

り も雄弁 な 日木 の 高度経済成長 へ の 批判 的存在 と な っ た の だ っ た 。 「終 り

な き闘 い の 基軸 を」 とタイ トル の つ け られ た水俣ア ピール は長い プ ロ フ ィ
ー

ル の あ と ， 水俣病 セ ン タ ー 設 疏の 目的を 次の よ うに 明確 に 述 べ て い る 。

「当然 の こ とな が ら 目本国政 府 も熊本県 と 呼ば れ て い る地 方 自治 体 も ， 水

俣病患者 の 救済 ・福祉 に つ い て は こ れ まで も
一

指 だ に触れ て こ な か っ た し，

こ れか らもそ うで あ ろ う。 そ して そ の よ うな経過 を 振 り返 り， そ の よ うな

見通 しに 立 っ て ， な お私達 は水 俣病 患者 ， 家族 と共 に 水俣病 の 重 さ を支 え

ぬ か な けれ ばな ら な い
。 運動 は ，現 在 ホ ッ トに 闘われ て い る訴訟 ・ 自主 交

渉闘争 を含 め て 長期の 展 開を要請 して い る c， 以 Eは私達 の 聞で 検討 され た

水俣病セ ン タ ー設 疏趣意 の 概 要で あ る 。 セ ン タ
ー

の 設立 は終 りな き水俣病

闘争の 端 的な意 志 表 明で あ る 。 今後展 開 され るで あ ろ う運 動 の 未知の 部分

を含 め て
， とい うよ り私達 の 期待で は そ の 未知の 部分 こ そ が将来 の 水俣病
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運動の 基軸 とな る もの と考え られ て い るが ， そ の よ うな運動の あ か ら さ ま

な拠 りど こ ろ と して ，
こ こ に私達 は広 く水俣病 セ ン タ ー の 設 立 を 呼 び か け

る もの で あ る 。 水俣病告発す る会代表の 本 田啓吉 は ス ト ッ クホ ル ム ア ピー

ル を世 に 出す に 至 っ た 事情 に つ い て 「もは や あ とまわ しに はで き な い
。

『企 業 との た た か い と して の 裁判の 問題」 『行政 との た た か い と して の 認 定

の 問題』 の 次 と考え て きた 「患者 と と もに 患者の 生 活 を築 い て い く活 動」

は 待 っ て おれな い と きに きて い る と考 え ざる を得 な い
。 」 と述 べ

， ア ピー

ル を急 い で 発 した そ の 動機 の
一

つ に 水俣 出身の 谷川 健一 氏 の 提起 を紹介 さ

れ て い る 。

第 2期 ：『水俣』前期 （73年
一89年），「財団法人水俣病セ ン タ ー相思社」

No ．152950 　　 73 925　 25　相思 う世へ の 旅立 ち　
一
水俣 1 本 出 啓吉

発刊 に あ た っ て

No ，15305073092526 水俣病セ ン タ
ー
　新た に 相思社

と命名

No ．15315073092527 い ん た び ゅ う 。れ ぼ うと　 万 事

相談承 ります　堀 田 静穂 さ ん に

聞く

No ．153250 　 　 730925　 　 27 水 俣診療所が 起 1二式 MI

画 期的な出来事 ：88 年一89年 にか けて 「最後の 座 り込 み運 動 」

　　　　　　　 未認定患 者運動 の 頓挫 ，甘夏事件

No，36232058810051 チ ッ ソ 交 渉団　工 場前 に座 り込 望∫］

み 　 17年ぶ りの テ ン ト　 不退転

で チ ッ ソ 追及

No ．3647207881205215 年 目の丸の 内　闘い に新た な 東京 ・K

仲間 も　 チ ッ ソ 本 社交渉 ・裁定

申立 見聞記

No ． 3647

　七 月 も下旬 とい うの に梅雨 の 明け な い 東京 。 十五年 ぶ りの チ ッ ソ 交渉は ，

音 もな くは じま っ た u

　怨 の ノ ボ リも シ ュ プ レ ヒ コ
ー ル もな く， 静か に ひ た進 む患者 己十名 と ，

付 き添 い 支援五 十名 。 マ リ ン ブル ー の ゼ ッ ケ ン に 白 く染 め 抜 い た 「水俣 i
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の 文字が な か っ た ら道 ゆ くビ ジ ネス マ ン もそ れ が患者交渉 団 とは 気付か な

か っ た か も しれ な い
。 丸の 内チ ッ ソ 本社 に 患 者が 本格 的な 交 渉 で 出向 くの

は ，

一
九 七三 年七 月補償協定調 印以 来 で あ る 。 そ の 間， 何 度 も通 っ て きた

霞ケ 関 （環境庁 ・ 裁判所）の 威丈高 な高層 ビル 街 に隣接す る 丸の 内 も， こ

こ 朿京駅南 口界隈 は ， 中央 郵便 局出入 りの 赤 い トラ ッ ク も東京観光 の は と

バ ス もか つ て と変 わ らず ， そ して 当の チ ヅ ノは と い え ば ， 朿京 ビ ル ジ ン グ

四 階 に ， 当時 の 表 情 そ の まま の 久我 （現 副 社長 ）以 下 が 待 ち 受 けて い た 。

　 「交渉 は お こ な い ま す 。 しか し ， 人数 の こ とな ど で ， 代表 の 方 と まず お

話 した い 一
1 と チ ッ ソ 側。 四 階の 会議室は ぎ っ し りと患 者 らで 埋 ま り， 副社

長 ， 総務部長 ら廊下側 に 座 っ た 四 名 を守 る よ うに 背広姿の 社 員が ト数名 ，

そ して 廊下 に は等間 隔に約 二 卜名… … な ん と もイ ン ギ ン無礼 な応対 ぶ り。

　 もと もと ， ガ ー
ドマ ン第二 組合の 作業服 や警官の 制服 が似合 う風景で は

な い 。 大手の 広 告代理 店 の 本社が一ヒ ドの フ ロ ア を 占め る よ うに な っ た せ い

か ，
ビル 出入 りの 人 々 の ス タ イ ル が 意外 に ラ フ で 多様 に な っ て い る の が 目

に つ く。 そ れ と街路 の プ ラ タナ ス が め っ き り太 くな っ た こ とを除 け ば変貌

著 しい 東京の 中で も珍 し く町 並 み の 変化 す くな い チ ッ ソ本社周辺 で は あ る 。

　 しか し本題 に は い るや ， 患者 の 語 りは ， そ ん な 感傷 な ど吹 き飛 ばす 。 身

体の こ ど 仕事 の こ と ， 審査会 の こ と… … しん と聞 き入 る支援 者 。 聞 い て

た の か ど うか わか らな い 返答を繰 り返す チ ッ ソ に ， おば さん 達の 怒 りの 声 ，

そ して また ひ と りひ と りが 交互 に 語 りは じめ る 。 「しな や か な 交渉 だ ネ 」

と尋ね た ら水俣在住 の 誰だ っ た か 「い や ， した た か だ よ 1。

　休憩 に は い る と， 団長の 楠本 さん を囲ん で 話 し合 い
。 1ふ だん 思 う と る

こ とを ， 何 で ん 言 うて よか で す けん な」 とい う川 本さん に ， 御所浦 な どか

ら初 め て lt京の 患者さん た ちが うな ず く。 付添 は お茶， 毛 布の 手配 や 介護

に テ キ パ キ動 く。 患者の 食 事 は宿舎 か ら交代 で 運ぶ 。 記録 ・連絡 ・輸 送 か

ら電 話番 まで ，

一 カ 月た らず の か け足 で 準備 して きた 各チ ー ム
。 何 らか の

分担作業を持 っ て 参加 して い る 「支え る会」 の メ ン バ ー と ， 水俣か ら は数

名 の 支援 ス タ ッ フ ，， 崎 日 「主 婦会館」で の 集会 も二 百名参加の 盛況 で ，新
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しい 顔な つ か しい 顔 ， 映画班 … …首都圏在住 の 多様な メ ン バ ーが ，
い ま ま

た チ ッ ソ交渉 に ， そ して 原因裁定の 聞き書 きの 水俣訪 問 へ と大 き く集 い は

じめ た
。

　二 泊三 日 の 本社交 渉 の あ と二 十九 冂， 裁定の 中立 に お とず れ た総理 府の

コ
ー チ ョ

ー
イ （公害等調 整委員 会） も昔 と同 じ建物 だ っ た 。 応 対の 事務 職

員 ， けん め い に 笑み を見せ る も頬 が緊張 で ひ きつ っ て い るの は ， 十五 年前

を知 っ て の こ とか 。 後藤 ， 建部弁護士立 ち会い の もと ，
二 四五 名 （第

一
次）

の 申立 がな され た 。

　新 た な 闘 い へ の 旅立 ち。 今同の 支授態勢で 特筆すべ きこ とは ， 若 い 人や

新 しい ス タ ッ フ の 多い こ と。 自主講座 ・不知 火 グ ル ー プ ・考座 永俣 な どの

学習 グル
ー プ や実践 ・生活 学校 OB は もとよ り土 呂久 ・ 筑豊 ・反 原発… 他

の 運 動を担 う友人 た ちが ， 「わ が こ と し と して 支援作業 を共有 して くれ て

い る の は特筆 に 価す る 。 古 くか らい る ば か りの 自分 た ち の 方 が む し ろ 姿勢

を 問わ れ て い る の か も しれ な い
。 「チ ッ ソ 交 渉 団 を支 え る会 ・ 朿京』 が い

まに ぎや か に ・ さ りげ な く， 新た な 闘い を担 い は じ め て い る の で あ る 。

（東京 ・ K ）

　 （原 因裁定 の 申請 は その 後 ， 公調 委に よ っ て ， 「不受理」 とな っ たが ，

「
一一

人 ひ と りを被害者 と認 め よ」 と要求す る 交渉 団の 座 り込み は ， チ ッ ソ

水俣工 場前 で 引 き続い て 行わ れ て い る）

No ．36692098903052 テ ン ト撤 去 の 意 味　 E　 危 うい 半田

補償交渉 の 行方

N ⊂）．368621 ］ 8909051 理 想 と 現 実 の 間 で 　 揺 れ 動 く相 H

思社　甘夏事件は必然だ っ た の か

N ⊂），36912128911051 〜5 水俣病 セ ン タ
ー

相思社 の 再生 を
1

求 め て （答 申） 相思 社存続 ・管

理 運営検討委員会 2

N （麺，37012138912052 安 易な選択 か ら生 じた　 多くを 高倉

学ん だ 1才夏事件

No 、3703213 　 18912053 相思社退社 に あ た っ て　 長 い 間 柳 出耕
一

本当 に 有難 う ご ざ い ま した
　一
Nc， 37122149001053 開かれ た精神を　 凵

’
夏イ誹旗事 の 半 田

ゴ 匕 」 τL
目 汀ミ

N 工工
一Eleotronlo 　Llbrary 　



Chukyo University

NII-Electronic Library Service

Chukyo 　 Unlverslty

80　（80）

No ．3701安易 な選択か ら生 じた　多 くを学ん だ 甘夏事件

　 （前略）相思 社 で の 生 活を恥 じな い

　 相思社 は ， 甘夏用段 ボ ール の 管理 と配 布 を 引 き受 け て お り，

一
枚 に つ い

て七 円の 手数料を 頂い て い ます 。 こ れ は ， 倉 庫使 用料 ， 段 ボー ル が 残 っ た

場合の リス ク ， 配 布 の 手間 を考え れ ば 当然 の こ と と考え て きま した
。

こ こ

に
一

見小 さな 段 ボール の こ とを挙げた の は ， 私 た ちの あ り方 に つ い て の 意

見 が こ の 質 問 に 含 まれ て い る と考 え る か らで す 。

　今 回の 事件 を契機 と し ， た くさ ん の お叱 りや ご意 見を頂 き ま した が ， 私

た ちに は少 し気 に な る こ とが あ りま した 。 そ れ は ， 「本来相思 社で の 活動

は ボ ラ ン テ ィ ア で あ る べ き だ」 とす る ご意見 で す 。 「昔 の 支援者は ， 別 に

仕 事 を持 ち な が らそ の 余 力 で 支 援 して きた」， 私 た ち は 相思社 を牛 活 の 場

に して ，水俣病 で 生活 費を稼い で い る とい うご 批判 も聞 き ま した
。

　私た ちは相思社 を生活の 場 に して きま した。 また ， 水俣病 を前面 に 押 し

出 して モ ノを売 り， 口らの 生 活費や相思 社 の 運 営費を稼 ぎ出 して きま した 。

そ の た め に ， い わ ゆ る 「無償奉仕者」で はな くな っ て い た か もしれませ ん
。

　 しか し，
モ ノ を売 っ て 稼 ぐお金で 運営 して きた こ とを ， 私 た ちは 少 し も

恥 じて い ま せ ん 。 石 けん を売 っ て ， 反合成洗 剤 の 運動 を広 め も した の で す 。

そ う して ， 相思 社 を 「奉仕i の 場で は な く生 活 の 場に す る こ と に よ っ て ，

初 め て 伝え られ た こ と もあ っ た と思 うの で す 。 （高倉）

No ． 3703相思 社 退社 に あた っ て

　　　　　　　　　　　　　長い 間本当に 有難 うご ざい ま した　柳 円耕一

　相思 社に 別 名を つ け るな ら， くす の 木荘が ふ さわ しい 。 そ う思え る ほ ど

立 派な 楠が ， あた か も守護神 の よ うに相 思 社の 角 々 に た っ て い ます 。

　設立 当初 は ま だ 小 さか っ た ク ス も十五 年の 歳月 を経て
， どの 木 もず い 分

と逞 し くな りま した 。 中庭 の 木 に は こ の 頃考証 館見 学の 小 学生 が昼 メ シ ど

き列 を な して 夕 一ザ ン ご っ こ を して い る風景 が み られ ま す 。 そ の 様をみ て

い る と， ク ス は孫 の も りをす る年寄 りの よ う で もあ り， とて もい い 雰囲 気
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を か も しだ して い ます 、， そ れ に 比 べ る と人間の なす こ とな ど本当に小 さい

もの で す 。 今 回 の 凵
』
夏事件 で つ くづ くそ う思 い ま した 。

　 〈
一

つ の 時代 の 終 り〉

　新理事会の きま っ たす ぐあ と に三 人 ， そ の ひ と月後 に 六人の 相思社職員

が 退職 い た し ま した
。

ま た 明春 に は あ と五 人 の 職 員が や め る こ と に な っ て

い ます 。 二 十一 名 い た職員 の うち今回十三 名が相思社 を は なれ る こ とに な

りま したが ，設立 来の メ ンバ ーの うち残 っ て い た 二 人 も含め ， 古 い メ ン バ ー

の 殆 どで す 。 相思社 の よ うな小 グ ル ー プ の 運 動 は人の 要素 が 人 きい の で ，

み か た に よれ ば
一

つ の 時代が 終 わ っ た と もい え る の で はな い で しょ うか 。

　甘夏 事件の な りた ち ・ 混乱の ひ ろ が りか た
， 収 拾の ゆ くえ を考 え れ ば ，

一
つ の 時代が終 わ らな けれ ばな らな い 必然 が あ っ た よ うな気 も します 。 何

れ も して も， もう二 度 と もとに もど る こ と はあ りませ ん 。 十三 人の 胸の な

か に は ， 卒業 ・ 独立 ・ の れ ん 分 け とい っ た 思い が 去来 し ， ふ くざ つ な思 い

で 年の 瀬をす ご して い る と こ ろで す 。

　 くふ りか え れ ば〉

　 や め て い く人間 の 相思社 との か かわ りは 色 々 で す 、， 設立事務所時代か ら

参加 して い た 者， 設 立会員 ・維持社員 と して 寄付 を 出 して い た 者 ・ 共 同体

を巡 る旅の 途中で 相思社 を知 りす み つ い た 者， 教師をや め て や っ て きた者 ・

実践学校や生 活学校の 参加者 ， 胎児性患者 と して 育ち県外 に 就職 した経験

を もつ 者 な ど ， じつ に さ ま ざまで す 。
こ の ほ か 1五 年の 問 に は 二 十名 を こ

え る人間が そ れぞ れに 相思社 に 職員 と して 身を よ せ 全国各地 に た び だ っ て

い き ま した 、、 ま た 水俣 に す み つ き ま した
。

　 卜五年 の 間 に お こ っ た 事柄 を古 い 順 に か き とめ る と次の よ うな もの で し

た
。

　 ＊ キ ノ コ 事業 （共 同作業所）

　 ＊ 患者運 動事務 局

　 ＊ 水俣地 区労 へ の 加盟 （従組）

　 ＊ 水俣病患者家庭果樹 同志 会の 結成 ・ 倉庫 ・ 堆肥舎建設
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　 ＊ 実践学校 （毎 夏）

　 ＊ 分析室の 活動

　 ＊ ユ
ー ジ ン ・ ス ミ ス 写真展

　 ＊ 芥川仁 写 真集 の 自費 出版

　 ＊ ミ ミズの 養殖事業

　 ＊ 合成洗剤追放運動の 取 り組み ・ 石け ん 普及 活動

　 ＊ 出月 養 生 所 の 開設

　 ＊ 有機農業運動 へ の 参加 ・ 同生 産 物 の 普及

　 ＊ 水俣生活学校の 設立 ・収穫祭の 開催

　 ＊ 映 画
一
水俣 の 甘 夏一 を 同志会 ・青林 舎 と共 同制作

　 ＊ 日本青年奉仕協会 の ボ ラ ン テ ィ ア 受 け入 れ

　 ＊ 原点か ら教育 を 問 う水俣合宿 （地元 教師 との 共催）

　 ＊ 十周年行事 ・大収穫祭

　 ＊ トヨ タ財団 の 助 成 に よ る市民活動記 録の 作製

　 ＊ 水俣湾の 環境調 査 ・ 湾底水銀分 布状況の コ ン ピュ
ー

タ
ー

グラフ ィ ッ ク化

　 ＊ 資料室の 建設

　 ＊ 海外の 市民 運 動 と の 交 流

　 ＊ 水俣病歴 史考証 館の 開設

　 ＊ 水俣大学創立運動 へ の 参加

　 て が け た 事業 と活動 の な か に は 途 中で や め た もの ・形を え た もの ・ 担 当

した職員の 退 職 とと もに な くな っ た もの な どが あ ります 。 私達 は こ れまで

の 展開 は 基本的 に は た だ しか っ た し ， そ れ な りに 成果を あ げ て き た と 自負

して い ます。

　 〈十五 年 日〉

　 こ れ ま で 相思 社 で は 五年 ご とに 記念事業を行 っ て きま した
。

一
回 目は 写

真集 の 出版 ・「 回 目は 大収穫祭 ・ 三 回 目に あ た る今年 も企 画 を準備 中で し

た が，残念な が ら実現 で きませ ん で した 。 企画 と は市民運動型公 益法人 フ ォ
ー

ラ ム で す 。
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　十五 年前 ， 相思 社を は じめ た とき理事会 に も職 員に もモ デ ル とす べ き財

団法人 はあ りませ ん で した。 財 団だ なん て 白分 と は縁遠 い もの で ， ど う し

て もば ちが い な 感 じで した 。
と は言 え ， 長い 間 ， 財団法人 と して の 活動 を

つ づ けて い る と
， 次第 に財 団 の もつ 歴史性 や 現 在 的意義 が分か っ て くる よ

うに な りま した
。 また 一方 ，

こ の 頃こ れは ！と思 う運動 の な か に 財団を な

の っ た もの が あ る こ と に 気づ きます 。 興味 を も っ て しらべ る と全て 相思社

設立 の あ と に つ くられ た もの ばか りで した 。 相思 社 は こ の 国の な か で は市

民型 あ る い は草 の 根型 の 財 団と して は 草分 け で あ る こ と に 気付い たの で す 。

しか も今 冂 ま で
一 度 も市民型 の 財 団が集 ま っ て 会合を 開い た こ とが な い こ

と も分 か りま した 。 そ こ で 相 思社 か ら各地 の 同 じよ う な 財 団に 呼 び か け よ

うと して い だ の で す 。 今回の 大騒動 に よ っ て そ れ ど こ ろ で はな くな りま し

た 。

　 〈悩み の は て に 〉

　今 回 の 不祥事 は 私達が ， 相思社 をかわ い が りすぎた結果か も しれ ませ ん
。

私達 は相思社 に た い す る思 い だ け は他の 誰 に もま けな か っ た つ も りで す 。

　御所浦の 会員外甘 夏を あ つ か っ た の も， 同 じ甘夏 を あ つ か うの な ら患者

の 生活 の たす け に な りた い と思 っ た か らで した 。 しか も御所浦 は殆 どが 未

認定 の 患者で した 。 や りかた に 問題の あ っ た 事 も事実で す が ， 経営 の こ と ・

同志 会 との か らみ な ど考 え る と そ うせ ざ る を得な か っ た の も事実で す 。

　責任 の と りか たを め ぐ っ て ， 相思 社 と自分 と の つ きあ い か た や
一・

人の 人

間 と して の 生 き方 に て ら して ，
そ れぞれ が 深 く悩 み ま した 。 人 に よ っ て は

傍 目も心 配 す る ほ ど で した
。 思 い が な け れ ばや れ な い 相思 社 ・その ゆえ の

限 り批判す る 人達 との 溝の 深 さ 臼負 と反 省 ・家族 をふ くめた生 活 の た て か

た が ，

一 人
一

人 の な か で ゴ チ ャ ゴ チ ャ
・グ ニ ヤ グ ニ ャ に な り，悩 み の す え

の 結
’
論 とな りま した 。

　 と くに 生 活の 場の 問題 は しん こ くで した 。 給料 ・仕事 の 内容 ・ 勤務 の 形

態 を考 え る と ど う して も相思社で くらす 時閊がな が くな っ て しま い
，

い き

お い 了供達 もこ こ で 過 ごす こ とが 多 くな ります 。 そ うな れ ば よ ご しも し ま
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す し ， うる さ くもな ります 。 子供 の 数は 十七 人 を 数え る よ うに な り相思社

全体が 生 活 の 場 そ の もの に な っ て い っ た の も事実 で す 。
こ の 問題 を指 摘 す

る 人 も多 く， 親 で あ る職員に と っ て も大 きな ジ レ ン マ で した 。

　 こ れ まで つ な が りの あ っ た 多勢 の 人か らや め な い で 何 とか ふ ん ば っ て 建

て 直 して ほ しい とい う励 ま しの 声 や ハ ガ キ が 届 き ま した 、， 身 に あ ま る光 栄

だ と思 い ます 。 そ れ な の に結果 的 で あれ 期待 の 声 を裏切 る の は つ らい こ と

で す が ， こ れ ま で 内側 に い た 人 間 と して は 今 回え らび と っ た方法 く一 部残

留 ，　
一
部退職 ） が 最良 だ っ た と考えて い ます 。

こ の 判断は や が て 批 判を う

け る か もしれ ませ ん が ， あ ま ん じて うけ る ほ か あ りませ ん 。

　　〈新 しい 相思 社 に期 待〉

　さい わ い 新理 事 を岩本広喜氏他 八名の 方 が ひ き うけ て くだ さ り， 占永利

夫 さん 他 七名の 職員の 残留 もか た ま り， さ りゆ く者 と して は ひ と安心 で す 。

あた ら しい 相思 社 の 体制は 今 ま で と比 べ れ ば 人数が 半分 以 下 と な り活動 は

’1
湎 縮小 され ざる を得 な い で し ょ うが

，

一
方あた ら しい 相思社 の 可能性 も

秘 め られ て い る と思 い ます 。

　出て い く者が あ れ こ れ言 う こ とで は な い か も知 れ ませ ん が ， 相 思 社が 水

俣 の 地 に 存 在す る意味 は い ま も っ て 大 き く， 何 よ りも象微的な空 間で あ る

と確信 します 。 相思 社 の 仕事が 人 の 悲 しみ の うえ に な りた っ て い る とい う

きび しさ を 臼らの もの とす る限 り，

．
：度 と大 きな あ や まち を くり返す こ と

もな い で し ょ う。 今後 は私達 も外か ら相思 社 と つ らな り， 出来 るだ けの 応

援 を して い くつ も りで す 。

　相思社で の 年月 は私達 ひ と りひ と りの 年月で もあ りま した 。 今か ら も相

思 社の 理念
「
と もに苦 しむ者 は と もに生 き られ る 一共生 同苦 、 を 自 らの 生

き る場 で つ み Eげ て い きた い と思 い ます 。 長い 間ほ ん と に あ りが と うご ざ

い ま した
。

No ． 3712　開かれ た精 神を　甘夏 不祥事の 背景

　H夏 の 販売 をめ ぐる不祥事件 は ， 相思 社 に人 きな変化 を もた ら した
。 変
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化 に は さ ま ざま な もの が含 まれ る が ， 相思社 の 社貝の 半数以 ヒが相思社を

離れた こ と ， 及 び ， 事件の 要因とな っ た果樹同志会 の 甘夏み か ん の 販売を ，

組織 的に 切 り離 した こ と ，
の 二 つ が 表面的な もの と して あ げ られ る 。

　社員 の 多 数 が 辞め た こ とで 相思 社 は大 幅に縮小 した 。
二 卜三 人 い た職員

数 が ， 患者二 人を含 む九 人に 減少 した の で あ る 。 相思社 を離 れ た 人た ちの

中に は ， 水俣周辺 で 独 自に 農業を志す人や ，
こ れ を機会 に水俣 を離 れ る 人

もい る 。 が ， 多 くの 人た ちは 「ガ イ ア」 とい う組 織 を つ く り， 水俣で の 新

た な関係 を
．
模索 しよ う と して い る。

　こ の 結末が ， 甘夏事件 を き っ か け に して ， 相思社の あ り方を批判 した 人

た ち の
， 望 ん だ 姿 だ っ た の か ど うか は分 か らな い 。 また ， こ の 程度 の 規模

が 相思 社の あ るべ き姿 な の か
，

に つ い て も未 知 で あ る 。 しか し， こ れ が甘

夏事件 に よ っ て ひ き起 こ され た 流れで あ り，水俣 の 現 実 で あ る 。

　事件を め ぐる流 れ を振 り返 っ て 見 る と ， 事件 に 関わ りを持 っ た 人た ちの

間 に ， 奇妙 な くい 違 い が 生 じて い た こ と に 気づ く。 相 思 社の 人 た ち は ， 誤

ち を指 摘 さ れ た こ とに気 が 動転 した
。

そ して ， 激 しい 後悔 の 念 に 好まれ た

揚句 ， 自己弁護 と水俣 病運動 へ の 影響 を虞 れ て ，
い くつ か の 些 細な 事実 を

秘 匿 しよ う と した。 水俣 の 人た ちは社 会正 義 の 立 場 か ら ， 水俣病運 動 に 関

わ る者が 他 を欺 くな ど， あ り得 べ か ら ざ る こ と と して 相思社の 社員 た ち を

厳 し く追 及 した 。 当然の こ となが ら ， 正 義 を拠 りど こ ろ と して きた 人 た ち

の 言葉 は鋭 か っ た 。

　 と こ ろ で ， 少 し離れ た 位置に い た熊本の 人た ち は ， そ の 物理 的な 距離 も

相俟 っ て ， で き る 限 り事件 の 性格を客観 的 に捉 え よ うと した
。

しか し， 水

俣の 正 義の 立 場 に立 つ 人 た ち と も， 相思 祉 と もあ る距離を 置い た こ とは ど

ち らの 人 に と っ て も， 頼 りに な らな い 曖昧な 態度 と映 っ た に 違 い な い
。 水

俣 の 正 義派は こ れ に 見切 りを つ けた の で あろ う， 途中で す べ て を放棄 して ，

話 し合 い に参加 す る こ とす ら拒否 した 。 相思 社の 社員 の 方は ， 不祥事の 責

任 を と る と い う意 味 もあ っ た の だ が ， 相思 社 に居続 け る こ と の 居心 地 の 悪

さ も悟 っ た の だ ろ う ， 新 たな空 気 の 方を選 ん だ
。
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・
方 ， もう　

一
人 の 当事者 で あ る 果樹同志会 は， 相思社 に 依 りか か っ て い

た こ とが事件 を起 こ させ ， そ して ， 事件 をよ り複雑 に した 要因 と判断 して ，

速 や か に相思社か らの 離脱を宣言 した
。 そ して ， 同志 会 そ の もの を解散 し，

新 しい 会 を発足 させ る方向に 動 い た。 こ の 新会の 発足 は ， 気分 を
一

新す る

と い う意味の 他 に ， もう
一

つ の 意 図 も含 まれ て い た よ うだ
。 H

’
夏事件の 告

発者 で あ る佐藤
一

族 と
， 同志 会 との 感情的対立 が 昂 じて ，佐藤一 族を排 除

しよ うと した の で あ る 。 こ の 軋轢修復不 可能 な ま で に 進行 し， 同志 会 の 多

数 は 「き ば る」 と い う団体 を結成 した
。 佐藤三 家族は ， 果樹 同志会の 解散

に 反 対 して ， 依然 と して 果樹 同志会を名乗 る こ と に な っ た 。 不 祥事 を糺す

側 も ， 不祥事 をひ き起 こ した側 も， そ の 現 象の み に 捉わ れ て ， こ の 事件が

持 つ 意味 を充分把握で きな い ま ま ， そ れ ぞ れ安 易な身の 処 し方を選択 した

の で あ る 。

　不祥事が発覚 して ， そ の 善後策が 話 し合 わ れ た 際，水俣 の 社会正 義 の 立

場 に 、
’

11っ た 人 た ち は ， 相思 社 の 社員 に 対 して 「責任を取 る気持 ちが あ る な

ら ， 全員 辞 表 を 出 して 零 か ら出 発す る べ き だ 」「水 俣病 の 支援 は ， ボ ラ ン

テ ィ ア と して や る べ きだ」 とい う激 しい 発言 を した ，，

　零か らの 再出発は ， 理 論的に は 考え られ る に して も， 現実 の 問題 と して

は あ り得な い 。 水俣病 の 支援運動 を い わ ゆ る ボ ラ ン テ ィ ア に 限定す る こ と

も， 現 実の 経過 を否認 して い る 。 また
， ボ ラ ン テ ィ ア そ の もの を， 本業以

外の 無償 の 行為 ときめ つ けて しま うの は ， ボ ラ ン テ ィ ア の 解釈 と して 狭 き

に 過 ぎよ う 。 い ま世界 rl　
1で 活躍 して い るボ ラ ン テ ィ ア は ， 実 に 多様で あ 惹 、

そ の 多様 さを無視す る こ とが ， 正 しい と は言 え ま い 。

　わが 国の ボ ラ ン テ ィ ア 活 動 は ， そ れ を支 え る思想 が な い た め に ， 極め て

低 調で あ る 。 だ か ら， 少数 の 志 だ けで 細々 と続 け られ る こ と に な る 。 けれ

ど も， 思 想 が な い 故 で あ ろ う ， ボ ラ ン テ ィ ア の 志 の 如何 に 拘わ らず ， 受益

者 で さえ ， そ の 行為を低 く見る傾 向が あ る 。 社会の 異端者 た ちが， 何や ら

ご そ ご そ と や っ て 来 て 手伝 い を して い る ， と い うの が ， 支援活動 に 対す る

社会の
一

般的な 見方 で あ る
。

こ れ は水俣の 場合 も例外で は な い 。
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　水俣病の 支援活動 は ボ ラ ン テ ィ ア と して や る べ き， とい う考 え 方は 少 な

い もの で は な い が ， 広義 に 捉 え れ ば ， 相思社そ の もの が ボ ラ ン テ ィ ア 活動

で あ っ た ， と言 っ て い い
。

ア ル バ イ ト代 に も充た な い 月七 万 円の 収入 で
，

朝 か ら夜遅 くまで 水俣病の 支援 と相思社の 維持 に 当た っ て い た 。
こ の 実 態

を考慮すれば ， あな が ち過言 とは言え な い だ ろ う 。

　 こ の 相思社 の 社員 も， 周囲か ら見れば若か っ た とい うこ とが あ るに せ よ，

や は り， 支援 を受 ける人た ち か らさ え
一
段 と低 く見 られて きた 。 社員 た ち

は あ る種 の 値踏み を され な が ら ， 水俣 の 人 た ちに 付 き合 っ て 貰 っ て き たの

が 実情で あ る 。 そ こ で は ，

一
個 の 人格 を持 っ た 人 問 と して ， 互 い に 尊 重 し

あ う と い う関係が 見 られ な い
。 も と もと対 等の 付 き合 い は ， 成 り立 っ て い

な か っ たの で あ る。

　 こ れ は ， 個 々 の 交 際 に つ い て 言 っ て い る の で は な い c，
一

つ の 集団 と して

見 る と，
そ の よ うな 関係 で しか な か っ た とい う の で あ る 。 例 え ば， 果 樹 同

志 会 と相 思 社 が 担 っ た そ の 事務 局 との 関係 に して も， 果樹同志 会は相思社

を支 え て い る の は 同志会だ と 言い
， 事務局 そ の もの を使用 人 だ と考 え て い

た 。 もち ろ ん ，
こ の こ とは事務 局 が 同志会 に 物 が 言え な か っ た こ とを意 味

しな い し， 独 自の 動 きの 存在 も否定す る もの で はな い 。 だ が ， 有機低農薬

の 地域 へ の 拡大 や 同士 会 そ の もの の 他 の 患者家庭 へ の 拡大な ど ， 肝心 な こ

と に な る と， 意 見 は殆 ど無 視 され て い る 。 対 話 の 相 于 と して の 価値を ， 認

め られ て い な か っ た の で あ る 。

一
部の 人た ちの 間に ， 果樹 同志 会 を左右 し

たの は相思 社だ とい う見 方 が あ る 。 けれ ど も， 部分 的に そ の よ うに 見え る

現 象 は あ っ た に して も， 対等 の 位置 に は 立 て ず ， ま して や 地位 が逆 転 して

い た わ けで もな い 。 せ い ぜ い の とこ ろ ， 抑え つ け られ た バ ネが ね じ曲 っ て

布 を突 き破 っ て 露 出 した ， と言え る よ うな もの だ ろ う。

　 こ の よ うな 関係 は ， 同志 会 と事務局 に 限 っ て 表 われ た の で は な い 。 直接

的な 水俣病 の 支援活動 の 中で も， 繁 く見 られ る。 相思 杜の 社員 を ， 運 動 の

下働 き程度 に 扱 っ て い る例 は ，
い ま さ ら挙げ る まで もな い だ ろ う。

さ ら に ，

不祥事が 発覚 した あ との 社員 に対す る 水俣の 人 た ちの 追及 の 什 方を見 る と ，
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一個 の 人格 を持 っ た 人 間 に相対 して い る の だ ， と い う相互 尊重 の 雰囲気 さ

え も漂わ せ て い なか っ た 、，

　「私 た ち は iE 義を 拠 りど こ ろ に して 生 きて 来 た の に
， あ な た 達 は 何 と い

う こ と を して くれ た の だ」 「あ な た達 は ま だ
， き ちん と反省 して い な い 」

と， 水俣 の 人 た ちは 相思 社 の 社員 に 厳 しい 言葉を あ びせ た の で あ る 。

　 凵
』
夏 の 不正 販 売 を弁護 す る た め に ， こ の よ うな 批難 が ま しい こ とを言 う

の で は な い 。 い か に 弁護 しよ うと も，
こ の 事件 の 疵 は永久 に 水俣病運動史

の tliに 残 され る 。 そ れ ばか りで な く， 水俣病 に 関わ っ た 人 た ちの 心 の 奥 深

く， 消え る こ との な い 痛 み と して 刻み つ け られ よ う。 また ， こ れ まで 水俣

病運動 に期待 と 幻想 を抱 い て 心 を寄せ て い た人達 も， こ の 事件を き っ か け

に 離れ て い くこ と も考え られ よ う。 さ らに 水俣病患 者の 受 ける 悪評 や，甘

夏み かん が売 れ な くな っ て 生 活 を 脅やか され る 人 た ち も出て こ よ う。 こ こ

ま で の 影 響を考慮 す る と， な まな か の 弁護 が で きる とは 思 わな い
。 だ が ，

追及 す る人 た ちの 気が 済む よ うな反省 をすればそ れ で い い の だ ろ うか 。

　不 iFlは ， 相思社 の 社員 の 安易な 判断 に よ っ て 派生 した
。 安易 な判断の 積

み 重ね が， い か に世 を悪 化 させ て い る か に 思 い 廻 らせ る こ と もな く， 害悪

を撤 き ち ら した の は相思社の 社員 た ちで あ る。 彼 らの 行為 は咎 め られ て し

か る べ きで あ る。 当事者 もそ の 非 は総 め て い る 。 だ か ら ， そ の 事 実 を批 難

す る こ と は 容易で あ る 。 しか し， 批難 の 範囲 に と ど ま る 限 り， 世間
一

般 の

対応 と何 ら変わ る と こ ろ が な い
。 水俣病 に 関わ る 人た ちで あれ ば ，

こ の 事

件 の 裏 に ある 歪ん だ関係に まで思 考を進 め る べ き で は な い か 。 そ の 歪 み こ

そ が ，
こ の 不祥事 の 遠囚を な す と考 え られ る か らだ

。 k要 な 歪み と は ， 彼

らを異物 と見 な し， 利害関係 で 彼 らの 存在価値 を判断す る こ と ， さ ら に 対

等 の 人格 と して 彼 らを認 め て い な い と い う こ とが あ げ られ る 。

　事件の 事実 を明 らか にす る こ と は ， 必要不可 欠で あ る。 しか し， そ の 細

部 に の み拘 わ る こ とに さほ ど の 意 味が あ ろ う と は思 え な い
。

そ れ ぞ れ が水

俣病の 関係者で あ っ て 見れ ば ， 為す べ き こ とは 。 な ぜ 事件 が 避け られ な か っ

た の か 。 事件 に よ る影 響 を ど うす る の か。 事件 に含 まれ る意味 を今後 に ど
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う生 かす の か 。
こ れ らの こ とを こ そ 話 し合 うべ きで あ っ た ろ う 。

　だ とすれ ば ， 事件の 後 は平易な 話 し合い こ そ もっ と続 け られ る べ きで あ っ

た 。 そ の 中か ら相互 信頼 に 基 づ く， 有効 な 解決方 法 も見 出せ た で あ ろ う 。

お互 い を尊重 しあ う， 対等 の 意識す ら芽生 え た か も知 れ ない
。 そ うな れ ば

禍 を転 じて 益 と な す こ と も可能 で あ っ た 。 そ れ は恐 ら く， こ の 機会を おい

て 他 に 望 め な か りた と思わ れ る。 とこ ろが ，
正 義の 立 場 に 立 つ 人 た ち は ，

自らが誤 たず に 生 きて 来た とい う一 点に お い て
， 誤 ちを 犯 した者 た ち を対

等の 者 と認 め ず ， ひ た す ら責め る とい う方 向 に しか 動か な か っ た 。 水俣病

の た め に 悲 しむ べ き こ とで あ る 。

　相思 社 の 社員 も責 め を 負 え ば ， 忽 ち身を飜 して しま っ た の は ど う した こ

とか 、， 誤 ち は誤 ち と して ，
そ れ を糧 とす る よ う相思社 に と どま っ て ， 相互

信頼 と対等 の 関係を つ くる努 力 をす べ きで は な か っ た の か 。
そ れ か ら ， 新

た な道 を歩 い て も遅 くはな か っ た
。 今の よ うな収 り方で は， そ れ ぞ れ に 苦

い 反省 は抱 え て い る にせ よ ， 新 た な 関係 に 発展 す る可能性を持て るの か ど

うか ， 疑問な しと しな い
。

　 そ れ に して も，
こ の 度 の 不祥事 は予想 以上 に ご た ごた と した 。 そ の た め ，

実質的な被害者で あ る各地 の 水俣病 の 支援者や ， 甘夏を扱 うこ とで 水俣病

運 動 を支持 して い た 人た ち ， さ ら に 消費者の 人 た ちの こ と が 等閑 に され て

しま っ た
。

そ の 人た ちが相 当 に 衝撃 を受 け た で あ ろ うこ とは 想 像 に難 くな

い
。

二 度 と こ の よ うな不祥事を起 こ す こ と はな い に して も， それ ぞ れ の 人

た ちの 怒 りや 傷 を癒や す こ とは至 難 で あ る 。 こ れ か ら月 日を か けて お詫 び

を して い くよ り他 な い で あ ろ う。

　 水俣 の 闘 い が 求心 力を持 っ て い るの は， そ こ に 開か れた精神性 が 見て と

れ た か らだ。 今 も多 くの 人 が 心 を寄 せ 注 H して い る の は そ れ故 だ ろ う。 し

か し，
い つ の 間 に か そ の 精神 は 後退 し， 閉鎖 的に な っ て い た

。
こ の 度の 分

裂分 敵 は こ の 水俣の 現状の 顕 われな の だが ，
こ ん な こ とで そ れ ぞ れが 萎縮

して しま っ て は誰一 人救わ れ な い こ とに な る 。 立 場に よ っ て 異 な るに せ よ ，

事件 の 経過は
一

つ の 経験 と して 越 え る べ き もの な の だ か ら 。 （半 田）
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第 3期 ：r水俣』 後期 （89年
一 96年），「水俣 病被 害者の会」・「全国連」

No 　3898234

．
228

9305054 英語版 「絵で 見る水 俣病」発 卜l！

水俣病事件を網羅

No ．3838 92D5151 佐 々 木患者連 合新会長 に き く
．
会員の 本 汗ぶ つ ける運動 を

　 一
佐 々 木清登

No ．39542419408051 氷俣病 関 西 訴 訟 一審判 決を読 む 富樫貞夫
（1つ　 司法 の 責任放棄 した 判決

4　Single−issue　 movement へ の こ だ わ り

　初期 の 支援者が 水俣病問題 を公 害 問題 の
一

つ
， ま た は ， 最 も象徴 的 な公

害事件 で な く， 個別水俣病 と して 捉 え る こ と に つ なが っ て い る
。 した が っ

て
， 彼 らは 水俣病運 動 を， 反 公害運 動の

一
環 ， ま た は ， 市民 運動 と して 捉

え て い な い
。 そ れ は ， 患者 の 病気 の あ り様 だ け で な く， 患者 の 生活 や貧 困 ，

チ ッ ソ や地 域 社 会 との 関係 な ど の 歴 史を含 め て ，水俣病 の 個別性 に 根 ざ し

た もの と して の 提 え方 で あ り， 関わ り方で ある 。

　か つ て 「熊本 告発　の メ ン バ ー と して 関わ っ て い た松 岡洋之 助 は ， 次 の

よ うな エ ピ ソ
ー

ドを紹 介 して い る，、チ ッ ソ東 京本社 を 占拠 し， 自主 交 渉 闘

争 を展 開 して い た と きの 出来事で あ る。 占拠 して い た ビル に 閉 じ込 め られ

て い た チ ッ ソ の 女性社員が夜に な っ て 「デー トが あ るか ら帰 りた い 1 と言 っ

て き た 。 そ こ で ， 束京の あ る女性支援者 が ， 女性社員 だ け帰 す の は 「女性

差 別 だ」 と言 い 出 した
。

そ れ で
， 松 岡は 「こ れ は 水俣病 患者 さん の た め に

会社 を 占拠 して 社長 の 嶋田 さん を取 り囲ん で 闘 っ て るん で ， 女性差別 の 解

消運 動を や っ て い る わ け じ ゃ な い 。 女子 社員 を帰す よ うな 闘い が い や だ っ

た らや め て 下 さ っ て 結構で す ． とい う 。 結 局 ，
そ の と きは誰 も帰 らなか っ

た と
， 述 懐 して い る

1
％

　 こ の よ う に ， 水俣病 問題 に 関わ っ て い る か ら，他 の 反 公 害運 動 や 環境 権

問題 な ど に も関 わ る の で な く， 個別 水俣病 に 支援者個 人 の パ ー
ソ ナ ル な 関

わ りに 基づ く支援 の あ り方で あ る
’7

。
つ ま り， 存在論 的 に 支援者 が水俣病患

者 そ の もの に はな りえ な い
。 また ， 攴援者が 患 者を表象 ＝代理 表 出す る存
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在で もな い 。 究極 的に ， 支援者は被害者の 欲求や行動 を実現 させ ， 被害者

の 直接 的 な 自己 表出や 自立 を支 え る存在で あ る とい う こ と に な る  

　石牟礼道子 は こ う した直接性 ＝個別性 と して の 水俣病運動 の 位 相 を ， 次

の よ うに表現 して い る 。

　「ひ とつ の 理 念 な り， 思 想 的営為 な りが ， 公 共 性を ， 市民権 を ， 持 つ よ

うに な っ て くる， と い うこ とは ，
た ぶ ん ， よ くな い こ とに ち が い な い

。 思

想 と は孤立 性 をそ の バ ネ に す る とき の み 自立 し うる。
い っ さい の 表現行為

は ， 存在そ の もの を ひ きず っ て い る感性 の 抽象作業で あ ろ うけれ ど ，
こ の

よ うに個 々 人 の 総体 自体が ， 分裂 させ られ ， 剥離 して や ま な い 時代 に入 っ

て は， 集団を あ らわす もの と して の 公共性だ の
， il

’
i民権だ の

， 市民運 動 だ

の は ， 幻 想 の 水 ぶ くれ に ち が い な い 。 （中略）公 害を告 発す る 市民運 動 ，

な ど とい うい い 方 の 中に ，
た とえ ば水俣病事件 を入 れ て み る とそ の 質感が

ま こ と に うす くて ， 名づ け よ う もない
一

箇の 存在者 と して の 感性か らは ，

非常 に 遠い 。 そ れ は表層 の 現象や ， 状 況 さ え あ らわ しえず ， 分 類用語の ひ

とつ と して い た しかた な い こ とで は あ っ て も， 衝迫力 を持 ちえ ま い 。 ま し

て ， 存在 の 河床 に沈 む魂 た ちに は とどか な い
19
」。

　こ こ で も っ て Single−issue　mOvement ， す な わ ち ， 個 別 水俣病運動が 終

焉 した 。

　「（73年 7月 9 日の 水俣病補 償協定 が ）調 印 され て しま っ て ， 当時 と し

て は 高い お 金で
。

そ の 直前 か らお か し くな っ て きた ん で す ね ， 運 動が 。

一

般的に は大変評価 され ， 患者 さん の 側で も評価 して ， 結局運 動の い ち ばん

純枠な 核 の とこ ろ が ， 魂 が ど っ か い っ ち ゃ っ た
。 私 ， 本来庶 民史が わ か り

た くて ， だか らそ の な か に 水俣病の 問題 もふ くま れ る ん で す が，庶民 とい

う もの の 考え方の パ タ ー
ン と して わか っ て い る ん で す が ， そ の こ と も計 算

に 人 れ な が ら ， 運 動 を進 め て い っ たん で す が ， 事 ， 志 と違 っ て きた ん で す 。

補償 金 が と れ た と い う感 じで ぽ し ゃ っ ち ゃ っ た わ け で す
2°
」。 「運動 が あ る

思想性を求 め て い た時期は ， 調 印 で 終 わ っ て しま うの で す 。 こ こ で
一

サ イ
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クル 終 わ る わ けで す か ら ， 今後 ど うす れ ば い い の だ ろ うか と考え て い た ん

で す … … 21
」。

　で は ， な ぜ Single−issue　nlovement に こ だ わ っ た 水俣病 運動 団体 が ，

「水俣 フ ォ
ー ラ ム 」 の よ うな 「認定 NPO 法人」 に つ な が っ た の か ， ま た

は ，
つ な が らな か っ た の か ， こ れ を解明す る 作業が 次号 の 課題で あ る 。

付記 1 本研究 は， 平 成 16年度 中京 大学特定研 究 助 成 費 （共 同研 究 ） に よ

　　　り研究助成を受 けて い る 。 資料収 集 や イ ン タ ビ ュ
ー

調 査 で お 世 話 に

　　　 な っ た方 々 に 御礼中 し上 げた い
。
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